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津波災害復興における社会秩序の 再編
ある 高所移転 を事例に

木 村 　周　平
＊

　本稿 の 目的は、東北地方太平洋沿岸部 の あ る地 域 に お け る津波災害後 の 復興 プ ロ セ ス につ い て

記 述 ・分 析する こ と で、その プ ロ セ ス に お ける 問題 点を見出す と と も に、人 類 学 か らの 関与 の し

か た に つ い て 論 じる こ とに あ る 。 復興の あ り方 に つ い て は様 々 な議論が あ るが 、な か で も 「コ ミ ュ

ニ テ ィ 」 を そ の 主 体 と捉 え 、 復興 と はつ まり 「コ ミ ュ ニ テ ィ の 再生」だとす る 主張が 盛 ん に な さ

れ て い る。そ れ に 対 し本稿 で は、こ の 主 張 を 相対化す る こ と を試み る。本稿 で は、復興 の プ ロ セ

ス を、社会秩 序 の 再 編 と捉 え、そ の 地 域 の 内外 の 人 び とが 意図的また は 結 果 的 に 形 成 した 「集 ま

り」 との 関わ りで 記述す る 。そ の うえで、そ れ ぞ れ の 「集まり」の 相互 関係 や 成 り立ちを分析 し、

そこ か ら見える 多様な動 きや 変化の 可 能性 につ い て 明 らか にす る p そ して 結論 と して 、（1 ）復興

過 程 を、潜 在 的 あ る い は 顕 在的な 差 異 を踏 ま え て 詳細 に 見 て い くこ と の 必 要性 、（2 ） 集 団 移 転 と

い う制度が は らん で い る 問題 性 、（3） 人類 学 か ら復興 に 関与で きる 1 つ の 可 能性、につ い て 論 じ

る 。
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1　 序論

　本稿の 目的 は 、 東北地方太平洋沿岸部の ある

地域 における津波 災害後の 復興 プ ロ セ ス 、特 に

高所移転をめ ぐる動 きを記述 ・分析す る こ と

で 、その プ ロ セ ス における問題点 を見出す とと

もに 、人類学か ら の 関与の しか たに つ い て論 じ

る こ とにある 。

　人類学の 立場 か ら復興 プ ロ セ ス を ど の よ うに

記述 ・分析 で きるだ ろ うか 。 こ れに つ い て 、 国

立 民族学博物館 で 2012年12月に 開催された シ ン

ポ ジ ウ ム 「大規模 災害 と コ ミ ュ ニ テ ィ
ーの 再

生」に見 られる ように、「復興 の 主体」 ［大矢根

2011］ある い は 「まちづ くりの 主体」［佐藤 （編）

2011］が 「コ ミ ュ ニ テ ィ 」 だ とする 主張が 、研

究者 ・
マ ス メ デ ィ ア を問わ ず盛 ん に

一 時 に 、

今回の 被災地にお い て は、都市部な ど と比較 し

て 、内的な結び つ きが 強 く、均 質的で 、
コ ミ ュ

ニ テ ィ と呼び うる もの が よ り実在的だ （っ た ）

とい うこ とを前提 として ［cf 　Okada　2012 ：鈴

木 2012］一 なされ て い る 。 だ とすれ ば、復

興 プ ロ セ ス を記述する には 「コ ミュ ニ テ ィ」に

焦点 を当て 、 その 再生過程 を捉 えれば よい よう

に思 わ れ る。しか し、こ の よ うな文脈で言われ

る 「コ ミ ュ ニ テ ィ 」が分析概念た りうる の か に

つ い て は十分に検討がなされ る 必要がある と筆

者は考える。

　 日本の 人類 学 に おい て は 、 2000年代 以 降 の

「コ ミ ュ ニ テ ィ」概念を め ぐっ て 様々 な考察が

な され て きた 。 田辺繁治 ら に よ る 「実践共同

体 」概 念 を元 に した コ ミ ュ ニ テ ィ に つ い て の

議論 ［e．g．田辺 ・松田 （編） 2002 ：田辺 2005，

2008］、 ある い は 小円亮 ［2004］ らに よ る 『文

化人類学』誌にお ける 「共同体 とい う概念の 脱

／再構築」 とい う特集は、（か つ て あ っ た とさ

れる）閉 じた共同体で はなく、日常的実践 を通

じて 形成 され る 、 開か れた 親密 圏 と して の コ

ミュ ニ テ ィ の あ り方 を強調す る もの で あ っ た 。

こ れ は
一

方で は政治学にお ける コ ミュ ニ タ リア

ン ・
リバ タ リア ン 論争や ネオ リベ ラ リズ ム 的な

政策に対す る問題意識に呼応 しつ つ 、人類学的

な コ ミ ュ ニ テ ィ論 の 革新 を図 っ た もの で あ っ た

が 、他方で 分析概念 と して の 「コ ミ ュ ニ テ ィ」

の 内包 を拡張 し、結果 として、拡 散 させ て し

まっ た ように も見える。 その 意味で 、 こ の 概念

の もつ 可能性 と、適用可 能範囲に つ い て は今後

さらに具体 的事例 を通 じて検討され て い く必要

が あるが 、しか しこ こ で の問題 は、復興にお い

て 言わ れ る 「コ ミ ュ ニ テ ィ 」が こ うした議論と

は全 く別の とこ ろ か ら出て きた もの だ とい うこ

とで ある 。

　近年、防災の 領域 にお い て も、 地域住民 か ら

行政 、 NPO 、研 究者に 至 る まで 多様な立場 の

人 々 の 口か ら 「コ ミ ュ ニ テ ィ」 と い う言葉 が 、

好ん で 発 せ られ て い る 。 こ の 分野で 「コ ミ ュ ニ

テ ィ」は まずは行政的 な語彙として 導入 された

と言 っ て よ い だろ う。 そ もそ も行政文書で 「コ

ミ ュ ニ テ ィ 」 とい う言葉が 用 い られ る ように

な っ たの は 、 内閣府 国民生 活審議会 コ ミ ュ ニ

テ ィ小委員会の 「コ ミ ュ ニ テ ィ ： 生 活の 場 に お

ける 人間性 の 回復』 （1969年）な ど、1960年代

末か ら70年代 に か けて で ある が ［竹 井 2007 ：

第 2 章］、 防災の 文脈で の 使用が 増加 した 契機

と して 1995年 の 阪神 ・淡路 大震 災が 挙 げ られ

る 。 そ こで 生き埋 め に なっ た人 々 の 8 割以上が

住民 に よ っ て 救助 さ れ た と い うデ
ー

タ ［河 田

1996］ を 1 つ の 根拠 と して 、政府や 各自治体 は

公 的な専門組織を中心 とした 災害対応か ら方向

転換 し 、 「共助」 を重視 し、 所謂 コ ミ ュ ニ テ ィ
・

レベ ル の 活動、即 ち自主防災組織の 結成 と活動

を支援す る ように な っ た 。 さ らに、ち ょ うど上

述の 『文化人類学』の 特集 と同 じ2004年に発生

した 中越 地震で は過疎化 と高齢化 とい う問題 を

抱 えた中 山間地域 の 集 落が被災 した こ と もあ

り、自律的で互酬的な関係性 を持 つ 近隣 コ ミ ュ

ニ テ ィとい うもの が実体的な存在 として語 られ

る よ うに な っ て い く。 そ の 結果、 防災にお い て

「コ ミ ュ ニ テ ィ の つ なが りが大切」、実際の 災害

対応 にお い て 「コ ミ ュ ニ テ ィ の 結束力が強か っ
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た か らうま くい っ た （ある い はその 逆）」 と い

う トー トロ ジカ ル な語 られ 方は、ご く一般的な

もの となっ て い る。

　 つ ま り、 防災の 分野に お ける 「コ ミ ュ ニ テ ィ」

は 、分析概念 とい うよ りは あ くまで も理 念的 ・

標語的な もの な の で ある 。 そこ で は、「コ ミ ュ

ニ テ ィ」概念の 適応 は所 与で あ り、対象地域の

実状 に即 して 再検討 され る こ とはほ とん どな い

し、また 「コ ミ ュ ニ テ ィ」 と い う言葉が、以前

か ら存在 して い る なん らか の 集 団や組織 を指す

の か 、 精神的 な紐帯の こ とを指すの か、ある い

はある行政 区内に近接 して 居住する 人 々 の こ と

を 指す の か 、そ れ と も理 念的 な到 達 目標 なの

か 、ほ とん どの 場合区別 され な い ままで ある 。

　以上 を踏まえる と、や は り、人類学者が現地

に 関わ る
一

つ の ア ク タ
ーとして 、 ロ

ー
カ ル タ

ー

ム と弁 えつ つ こ の 語 を用 い る とい うこ と で は な

く、人類学的 な立場か ら復興 プ ロ セ ス を記述 し

よ うとす る際 には 、 分析概念 と して 「コ ミ ュ ニ

テ ィ 」 を用 い る こ とは 留保が 必 要で ある と筆者

は考 える。 で は、ど うすればよ い の か 。 議論 を

先取 りすれ ば、本稿で は 次章で の 先行研究の

検討 に基づ き、復興 プ ロ セ ス を被災地域 に お け

る社会秩序の 再編過程 と位置づ け、「コ ミ ュ ニ

テ ィ」 と い う語 を迂 回 して 「集 まり」 と い う語

を導入 し、それを通 じて復興 プ ロ セ ス を記述 ・

分析す る 。 そ の 上 で 、こ の 枠組み か ら明 らか に

な る こ とや そ の 有効性 を整理 す る 。 そ の うえ

で、復興 プ ロ セ ス に お ける 問題点、お よび人類

学 か ら の 状況へ の 関与の あ り方の 可能性 に つ い

て 論 じる 。

1　 先行研 究

1　 災害後の社会秩序と組織化

創発的な規範か ら連続性 へ

　災害が 発生 した 後に 社会が どの よ うな状況 に

なる の か と い うこ とは、災害 に 関す る人類学や

その 隣接領域 の 歴 史にお い て中心的 なテ
ー

マ の

1 つ で あ っ た 。 初期 の研 究は理念的なモ デ ル を

59

設定 して い る。 社会科学にお ける 災害研究 の 嚆

矢 とされ る 1920年の 博士論文にお い て S．H ．プ

リ ン ス は、災害に 「襲撃」 され 、被災 し た コ

ミ ュ ニ テ ィ は
一

旦解体 し、流動化 した の ち、ゆ

るやか に再組織化し、輝 か しい 復興 へ の 道 を歩

む 、 と い うプ ロ セ ス を辿 る と し て い る ［Prince

l968： 141］。 同 時代 の LJ ．カ ー ［Carr　 l932］

も災 害な どの 突発 的 な出来事に よる 適応 の 解

体、そ こ か ら再適応 （まず は個 人 レ ベ ル 、次 い

で 対 人間、最後 に 文化の 順 で起 きる として い

る）へ とい うプロ セ ス で捉えて い る 。 こ こで は

災害は社 会秩序の 解体 と再 生の 象徴な の で あ

り、 災害時の 人々 の 行動 を 「社会解体 に よっ て

生起する非 日常的な創発行動とみ なす崩壊論的

立場」［土屋 1999：336］が取 られた 。

　 こ の 、言 っ て み れば 「規範の ゼ ロ か らの 再生

ない し創発 （emergence ）」 とい う議論 は 、 戦後

の 行動科学的な研究で もい っ た ん受け継が れ た

が 、 その 後災害研究の トレ ン ドは 、 シ ス テ ム 論

か ら災害を理 論化 し よ うとする もの へ 、さ らに

は組織社会学的な研 究へ と変わ っ て い く。それ

に 伴 い 、研究 上 の 問い は 「災害 に よ っ て 新 た

に 噴出 した 問題 に 対 し、社 会を構 成す る 諸組

織 （行政や 消防、赤十字等）は どの ように対応

する の か」 とい うもの に 変わ り、 それに つ い て

実例 の 蓄積 とパ タ
ー

ン の 発見、 とい う形で研究

が 進 め られ て い っ た 。 例 えば 、 代 表的 論者 で

ある R．ダ イ ン ズ と EL 、クア ラ ン テ リ ［Dynes

and 　Quarantelli　 l968］は 組織構造 と任務を変更

する／ しない によ っ て 4 つ の 類型 と して 論 じて

い る 。 こ こ で は 災害 を社会秩序の 完全 な解体 と

する見方で はな く、む しろ災害前後で社会秩序

が継続 して い る と い う側面が重視 され る よ うに

な る 。

　 しか し、こ の 枠組み にお い て市民 の 活動はあ

くまで も隙間を埋 め る もの とい う位置に あ り、

依然 とし て状 況依存 的 ・創発的 なもの と して 扱

わ れた 。 その た め 、 そ こ で 議論 され る の は 災害

前の 市民 同士 の 関係 との 連続性で は な く、 「そ

の 場で 」自発的 な活動が生 まれ る条件で あ っ た 。
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例え ば A ．　 R．パ ー ［Parr　 1970］は、組織が創発

する条件を  不適切な組織間調整 （組織間の コ

ミュ ニ ケーシ ョ ン が困難 なこ と、タ ス ク の 重複

や 欠落）、   権威構造の 崩壊 （司令部が 現場 に

い な い こ とな ど）、  ニ ーズが 対応能力を超 え

る こ と （組織 の 変化 や タ ス ク の 増大）、を挙げ

て い る し、野 田隆 匚1997： 16］は 、 創発的な集

団や組織は 、 公式 シ ス テ ム の 価値 ・規範 ・役割 ・

資源の い ずれか の 動員の 失敗か ら生 じる 、 シ ス

テ ム が覆い きれ な い 問題 に対 して現れ る 、 と指

摘 して い る 。
つ ま り、 組織論 を中心 と し、 緊急

事態 へ の 対応 に特 化 した災害杜 会学 にお い て

は 、 災害後の 社会の 変化 やその あ りよ うは積極

的な問題 関心で はな くな り、か つ 被災地域 の 歴

史的 ・文化的文脈に まで踏み 込んだ 議論は十分

に行われて こ なか っ た と言える 。

被災社会の 組織化の プ ロ セ ス

　 こ れに対 し、 合衆国など と比べ て 公的な災害

対応組織が整備 されて い ない 社会で 災害 を見て

きた人類学者や地理学者は 、 復興 プ ロ セ ス にお

ける住民の 活動 に焦点 を当て、む しろ初期の プ

リ ン ス ら に 近い 、秩序の （部分的ある い は全面

的な）崩壊か ら再組織化の 過程に つ い て事例を

蓄積 して きた 。 災害発生直後か らそ の 後 の 復興

にお ける プ ロ セ ス は緊急期の 組織論の よ うに精

緻 に 理論化 されて は い ない が 、 事例群の なかか

らある程度の パ タ
ー

ン を見出す こ とは可能で あ

ろ う。 ここで は よ く知 られ た 1970年の ペ ル ー地

震後の ユ ン ガ イ （Yungay）市で の 展 開 ［Oliver−

Smith　 1986］を典型例 と して 挙げた うえ で 、 3

つ の 点を指摘す る 。

　 山 間の 町 ユ ン ガ イ で は、こ の 地 震で 背後の

ワ ス カ ラ ン （HuascarAn ） 山で 発生 した 雪崩 を

きっ かけ とする大規模 な土砂崩れで 市街地の ほ

とん どが埋 ま り、 市街地 に住 ん で い た エ リー ト

層を中心 に 大 きな死傷者 を出 した 。 しか し直後

か ら、生 き残っ た市民及 び周辺 に住 む農業 を営

む先住民たちは市の 周辺部に集 ま り、幾 つ かの

自生的な避難所をつ くっ た。そ の うちの 1 つ で

は、生 き延 びた郡知事 を中心 に まず生存 者 ・食

糧探索 と分配 の 組織が で き、また 避難所の 設置

や傷 つ い た人へ の 援助等、自発的な復旧活動が

開始され た 。 食糧確保の 動 きも起 きたが 、 問題

は水 の確保で 、は じめの うちは泥水 しかなか っ

た た め、人 々 は 渇きを癒そ うとカ ボチ ャ の 果汁

を啜 っ た と い う 。 こ の ように組織的な活動が 行

わ れ だ すと、周 囲か ら避難者が 集 ま っ て きた 。

そ の 中には市外か ら紛れ込ん だ先住民 も多か っ

たの で 、 郡知事は市街地か らの 被災者の 名簿 を

作成させ た 。

　他方、政府の 災害対策は地震の 3時 間後に 開

始された 。しか し交通網や情報網が遮断されて

お り、また埃 など で 上 空か らの 被害確認 も侭な

らず、中央政府に よる こ の地域 へ の 援助 は よう

や く3 日後に 開始 され た 。 援助 は ヘ リを使 っ た

支援 物資の 輸送 と 、 傷病者の 輸送で あ っ た が 、

こ の 遅 れ は被 災者 と政府 の 間 に溝 を生 じさせ

た 。 さらに数 日後 、 中央政府は被災地 域の 復興

を担 当す る権 限 を持 っ た組織 で ある CRYRZA

の ス タ ッ フ を現地入 りさせ 、長期的な復興作業

を先 導 させ た 。 CRYRZA は救援 物 資の 配 布や

テ ン トの 貸与か ら、仮設住宅の 建設、復興都市

計画な どを数年 にわ た っ て 行 っ た 。 しか し、 こ

の 組織の 支援物資を平等に分配 しよ うとする姿

勢は、か えっ て 人 々 に災害前の 社会階層差を想

起 させ 、 被災者の なかに 葛藤が生 じた とい う 。

ま た復興 の プ ロ セ ス の なか で 、政 府組織に よ る

旧 ユ ン ガ イ市民被災者援助に与 り、あわ よ くば

市民に なろ うとする周辺地域 に住 む先住民が避

難所に大量に移人 し、旧市街地民 との 葛藤を生

じた りもした ［01iver−Smith　l986； 106，139］。

　 長期 的 な都市計画 に 向け て、CRYRZA は 自

生 的な避難場所 に再興 しつ つ あ っ た ユ ン ガイ市

自体の 移転 を提案 した （地理的 な条件の ため、

次 に雪崩が あ っ た場合 、 被害を受ける可能性が

あ っ た）。 A ．オ リヴ ァ
ー＝ス ミ ス に よれば、こ

の 発 表は災害に よ っ て傷つ けられ た市民の ア イ

デ ン テ ィ テ ィ を さらに揺 るがせ る もの で あ っ

た 。 こ れ に対 し、市民は
一致団結 して激 し く反
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発 し、 最終的に こ の 移転計画 を破棄 させ る こ と

で決着した 。

　 まとめ ると、災害前 、 社会 階層差が大 きかっ

た ユ ン ガ イで は、雪崩 に よ る被 災や 移転 計画

な ど の 緊急 事態 に お い て は 市民が 団結 し 、 そ

れが過 ぎれ ば また格差 が現れ る、と い うよ うな

プ ロ セ ス を辿 っ て い た の で あ る ［Oliver−Smith

1986 ； Ch．9 ：cf 鈴木 （編）1998］
1）

。

　復興 の プ ロ セ ス を住民の 組織化 とい う観点か

ら見ると 、 こ の 事例に も表れて い る 3 つ の 点が

一
般 的に指摘で きる 。 1 つ め は直後に相互 の 助

け合 い が生 まれる こ とで ある 。 これ は 、 ご くわ

ずか な時間 しか持続 しな い 場合 もあれ ば、数カ

月程度持続する場合 もある 。 断絶と創発を強調

した初期の 災害社会学で はこ れを 「災害ユ
ー ト

ピ ア 」 と呼ん だが ［cf ．ソ ル ニ ッ ト 2010］、 よ

り災害前 の 社会 と の 連続性 を強調す る 論者 に

よ っ て は 「コ ミュ ニ テ ィ 」として も語 られ る ［田

中 2010］
2 ）

。 多 くの 場合 、 災害後の ロ ーカ ル な

自発 的 な組織化は肯定的に評価 さ れ、外部組織

（国家や支援 団体 、 ボ ラ ン テ ィ ア な ど）の 介入

に対 して批判的 な見解が示 される 。

　 2 つ め の 点は 、 こ うした外部組織の 介入 もま

た 、 住民の 組織化 ない し分裂の 契機 とな りうる

こ とで あ る 。 行政 ・政 府な い し外部か らの 支援

が大量 にあ る い は 不平等にや っ て くる こ とで、

まとまっ て い た地域の 人々 が分裂 した り ［小河

2010］、 配分 を求め て 組織化 し て 声を上 げた り

す る ［村上 2008 ；山本 2010；市野澤 2011］。

逆 に 、 外 部組織 と うま く連携する こ とで 地域

が よ り発展する 、とい うよ うな研究 もある ［西

2010］。 ピナ ト ゥ ボ 山噴火で被 災 した先住民 ア

エ タに 10年 にわた っ て コ ミ ッ トして きた清水展

が明 らか にする の は、ア エ タ 自身に よ る 組織化

とそ の 展 開で あ り、そ れ を通 じて、「ア エ タ た

ち自身が 、 深刻 な打撃 に よ っ て 心 身と もに打ち

の め され た無力 な被災者か ら、生活の 再建 を目

指 して 努力 し工 夫す る積極 的 な生活者へ と変

わ り、 さ らには正 当な扱い や 居場所を求めて主

張 し行動す る 先住民 へ と変わ っ て い く」［清水
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2003 ：5 ］様子 を描 き出 して い る 。

　 3 つ め は、こ の 清水の 民族誌や 2004年の イ ン

ド洋津波に つ い て の 論集 ［林 （編）2010］で も

示 されて い る よ うに、復興 に伴 うす まい の 移転

を契機 と し て 、住民の 分裂や組織化が起きやす

い こ とで ある 。 移住 は 自発的／強制的、個別的

／集団的で 4 象限に 分類 が で きる が ［牧 ・山

本 2010］、個別的な移転の 場合、移転先で 災害

前の 社会関係か ら切 り離 されて 新 たな近隣関係

を形成 しなけれ ば な らない こ とが 当事者に と っ

て 懸念事項 となる 。 また 強制的な場合 は、上記

ユ ン ガ イ の 事例の よ うに、住民の組織的な反発

が起 きる場合があ る 。 例 えば金谷美和 ［2008］

は イ ン ド ・グ ジ ャ ラ
ー ト地震で被害を受 けたあ

る市で 、市復興局に よ っ て 立 て られ た都市計画

に対し、商人グ ル ープ、宗教団体、カ ース ト組

織 などが 組織化 して 反対した こ とを記述 して い

る 。 また よ く知 られて い る ように 、 阪神 ・淡路

大震災後 に は 、 行政が
一

方的に土 地区画整理事

業 などを行 い 、市街地再開発 を進 めた こ とに 対

して多 くの 地 域で 反 発が あ っ た ［岩崎 ら （編）

1999］。

　以上、災害後の 社会秩序 と組織化に つ い て の

先行研究を見て きた。こ こか ら言える の は、被

災 した社会で は 幾つ か の 契機に よ っ て 、 組織化

と分裂が 起 きる こ とであ り、そ うした内的な動

態 を伴 っ て 復興 と い う複雑 なプ ロ セ ス が進ん で

い くと い うこ とで ある 。 そ こ で は ア ドホ ッ ク な

集合行動 に加えて 、 よ り持続的な人 々 の ま とま

りが 形成 され、その 組織が外部組織 と対立／連

携 しなが ら復興 を進 めて い くこ ともあ る し、あ

る い はそこ に入 らなか っ た 人 々 が別の グ ル ープ

を作る こ ともある 。 だとす れば、復興 を理解す

るた め に は、 こ うした 「集合」、「まとま り」、

「組織」、 「グ ル ープ」 な どが どう関わ りあ っ て

復興 を進 めて い る の か を見て い く必要が ある 。

　本稿で は これ らの 展 開を同
一

の 枠組み で論 じ

るため、地域 内外の 人々 が形成 した 、 比較的持

続 的な （その 意味で E．ゴ ッ フ マ ン ［1980］ の

概念 （gathering） とは異 なる） フ ォ
ー

マ ル ない
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しイ ン フ ォ
ーマ ル なグ ル ープ の こ とを指す言葉

として 「集 ま り」 を導入す る
3 ｝

。 その うえで、

上で 挙げた 3 つ の 契機 （直後、支援、すまい の

移転）の うち、とりわ け長期的な視点で 重要な

意味 をもっ て くる 「す まい の 移転」に 焦点を当

て て 、東 日本大震災後の 復興の プ ロ セ ス を見て

い きた い 。 周知の よ うに 、 こ の 震災の 発生後、

早 い 段 階か ら被災 した 町や集 落の 「高所 移転 」

が取沙汰 され、賛成反対含め て様 々 な意見が 百

出 した 匚e．g．室崎 2011］。 そ して 1年半が経過

した現在
4 〕

、 こ の 移転 がなか なか進 んで い な い

とい う報道が盛ん に なされて い る。で は、 こ の

プ ロ セ ス で は何が起 きて い る の だ ろ うか 。 議論

を先取 りして言 えば、こ の 高所移転
一

国土交

通省の 制度に即 して行わ れ る集団移転
一

に お

い て は 、 文字通 り 「集団」 と い う 「集 まり」が

重要な意味を もつ
。 そ の ため 次節で は事例 の 検

討に 入 るた め の準備 とし て 、 この 制度に つ い て

概観 して お く。

2　 「集 団」の移転

　「防災の ための 集団移転促 進事業 に係 る国 の

財政上の 特別措置等に関する法律」は 1972年 7

月の 豪雨災害等に よ る被害 を契機 に議員立法 に

よ り制定され た 。 こ れ は、災害が 発生 した地域

又 は災害危険区域 （建築基準法第39条）の うち、

住民の 生命 、 身体及 び財産 を災害か ら保護す る

た め住居 の 集団的移転 を促進す る こ とが適当で

ある と認め られ る 区域 を移転促進地域 とし、 自

治体が行 う、 移転 に関わる用地買 い 取 りや造成

な どの 費用 を国が 補助す る とい うもの で あ る。

こ の 制度は制定か ら平均 して 毎年
一

団体程度が

活用 して い るが 、 2011年まで の全 て の利用団体

（35団体、1834世帯）は直近の 自然 災害 に よ っ

て 被災 した地域 に あ っ た 。 つ ま りこ の 制 度は名

目上 、防災の 制度で あるが 、事実上 、 復興の た

め の 制度で あ る 。

　 とこ ろで 、国 は原則 、自然災害に よ る個別の

私 的な財産 に対す る被害に 対 して は公的な補償

を しない 、とい う立場を取 っ て きた
5 ’

。そ れ ゆ

え国が対応するた め に は何 らか の 公共的な意義

が必要 とな る 。 それ ゆ え こ の 制 度 は、「個 別」

の 移転 で は な く、「公共的」 と呼べ る程 度 の 規

模で 人々 が まとまっ て 移転す る もの と して デ ザ

イ ン されて い る
6 ）

。 言 っ てみ れ ば、こ の 「集団」

は理念型 と して の 「集落」、つ ま り複数の 世帯

か ら構成 され る、そ れ まで共 同で生活を営ん で

きた人 々 の 集合 、 をモ デ ル と し、 それが移転す

る際 に ス ム ーズ に事業が行 われ る よ うに なっ て

い る の である 。 国交省の こ の 制度に つ い て の パ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　■　　　■
ン フ レ ッ ト ［国土交通省 2011］ には 「住民 の
の　　　ロ　　　の
皆 さ ん の 意見集約、合意形成が特 に重要で す」

と書かれて い る （強調 引用者）。 こ こ で 「住民

の 皆さん」を指すの が 「集団」 とい う言葉で あ

るが、で は どの よ うに 「集団」 は構成 され る の

だろ うか 。

　 第 1 には 、 上 で 述 べ た 「移転促進区域」 の 設

定で ある 。 こ の 意味で まず 「集 団」は、社会的

な単位で あ る以上 に、空 間的 ・地 理的 にひ とつ

の ま とま っ た 範囲で ある。そ の うえで こ の 「集

団」 とい う言葉に は、テ ク ニ カ ル な定義が与 え

られ る ， それ は、この制度がか な りの 予算を必

要とする事業を行うた め の 制度で あ り、 利用の

ための 明確 な基準が必要 となるか らで ある 。 こ

の 制度を運用す る 国交省 （当初 は 自治省）は 、

「集団」 をテ ク ニ カ ル に 「10戸以上 の 規模で あ

る こ とが必 要」 とする 。 「集団」は世帯の 数に

よ っ て 数値 的 に 決定 され る の だ 。 そ の 後 、 こ

の 戸数制限は過疎化が進む中山間地域の 災害で

あ っ た 中越 地震 を経て緩め られ 、あ くまで も特

別措置 と して だが 「5 戸」 とな り、 東日本大震

災で も受 け継 がれて い る 。

　 い ずれ に して も、この 制度が 強制的な移転と

な らな い た め に は 、 「集団」 を構 成す る 人 々 の

移転へ の 意志決定 と合意が必要に なる 。 こ の 事

業 はその 合意をもとに 、 移転事業の事 業主体 と

なる 自治体が計画策定と国へ の 申請を行い 、そ

の 申請を国交省が審査 ・許可 し 、 事業 を開始 し、

補助 を支 出す る 、 とい う仕組み に なっ て い る の

で ある。
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　 ただ し、こ の プ ロ セ ス にお い て 住民は 、 （1 ）

もとの 宅地 を行政 に よ っ て 買 い 上 げて もらうか

どうか （＝災害危険区域の 指定を受 けるか どう

か） と、（2 ） どの ような移転 をす る か 、 と い

う 2 つ の 意志決定が求 め られ る （図 1）。実は、

（1）と （2 ）の 意志決定によ っ て 生 じるグル ー

プ は別 で あ りうる％ とい うの も、こ の 法律に

は 「10 （5 ）戸以 上 」 とい う規 定に続 き、「移

転 しよ うとする住居の 数が20戸 をこ える場合に

は、そ の 半数以上 の 戸数」 とある か らで ある。

つ ま り移転希望者の 合計が 20戸 を超えた時 、 自

分で 別の 場所に移転す る人 、 ある い は 自宅の 再

建を諦め て 県や 市が建設する公営住宅に 移るつ

もりの 世帯で も、 それ を超す数の 世帯が新規造

成団地へ 移転す る の で あれ ば 、

一
括 して 「移転

促進区域」の 指定 を受 け、もとの 宅地を買 い 上

げ られ る こ とが 可 能に なる 。

　今 見たよ うに 、 こ の 単
一

の 制 度の 枠 内で も、

「集 団」 の あ りよ うは単一 とは 限 らない 。 よ く

言 えば フ レ キ シ ブ ル で ある 。 だ か ら、うま く使

うこ とが で きれ ば 各世帯 の 意 向に で きる だ け

沿 っ た移転 を実現で きる 。 しか し、意思決定の

機会が増 える こ と で 、 世帯 ご と の （ある い は 世

帯内で も）意向が 多様化 しうる   そ の
一

方で 、

「集落の 合 意」 と い う理念型 の ため 、こ の 制度

の利用における当事者側の意思決定 プロ セ ス は

こ こ で は ブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス 化 され て い る。先に

被災

移転する 同じ場所に再建（自力）

元の 宅地買収希望　　　元の宅地の権利は所持
　　　　　 、　　　　　　 、　　　　　　　、
　 　 　 　 　 　 　

陶、
（5戸以上集まる）　　

丶

　自力で 移転・再建

防災集団移転

造成団地に

集団移転
公営住宅に

　 入居
団地と別の 場

所で 自力再建

図 1　 防災集団移転の流 れ
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引用 した 文章 には 、 「住民 の 皆 さん の 意見集約 、

合意形成が特 に重要」とある が、そ こ に 「合意」

の 手段や到達点に つ い て の 説明は な い 。 そ の た

め、理念型 に うまく当て は まらない 場合 、 こ の

事業 を開始す る まで の プ ロ セ ス は混乱 を生 じ う

るの で ある 。

　加 えて、そ こ には行政 の 関与に関す る ジ レ ン

マ もは ら まれ て い る。 ヒ記の 国交省の パ ン フ

レ ッ トに は 「  移転促進区域 内の 住民の 意向を

尊重する とともに、  移転促進区域内 にあるす

べ て の 住居が移転 され る こ と となる よ うに配慮

しなけれ ばな りませ ん」 と書か れ て い る 。
つ ま

り、国か ら行政 に対し て は 強 く、住民 を追い 出

して はな らず （繰 り返 しに なるが 、 行政主導で

こ の 計画 を進め る と、強制的な土 地収用や住民

追 い 出 しの ように な っ て しまう）、 しか しその

一
方で、や る以 上 は そ こに残る人 が 出 な い よ う

に 、 と い うプ レ ッ シ ャ
ーがかけられて い る 。 こ

の ため 、行政 の こ の 事業実施 に対す る態度は両

義的 にな る （実現が難 しそ うな らや りた くな い

が 、や る 以 上 は き っ ち りや ら な け れ ば な ら な

い ）。 その た め、こ の 制度 の 利 用 に 関 して は、

住民 か ら の 自発性が 要請され る こ とに なるが 、

そ れ も一
筋縄で は い か な い 。 都市計画の 池田浩

敬 と石川永子 ［2006： 23］が 中越 地震の 事例 を

もとに書 くように、「集 団移転 に関す る意思決

定 は最終的 には住民 自身が 自発的に行 うもの で

あ り、行政が 主導で 行うもの で は な い 」。 しか

しその す ぐ後で 彼 らは 「地区の 危険性や事業内

容 に関す る詳細 な情報 を住民が独 力で 得る事 は

難 し く、地 区危険性に 関する デ
ー

タ、関連する

事業内容 に 関す る デ ータ に つ い て は 、 地方公共

団体が 住民 に十分 に提供 し説明す る必 要が あ

る」 ［池 田
・石川 2006 ：23］ とも指摘す る 。 つ

まり、
こ の 制度 の 利用 に関する 「集団」は、完

全に 自発 的と い うこ とは困難で あ り、 多かれ 少

なかれ 、行政 との 連携 で つ くり出 され る もの と

い う側面 を含ん で い る の で ある 。

　 以上、集団移転制度が 要請す る 「集 団」 と、

制度上の 問題点に つ い て概観した 。 次章で は事
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例に基づ き、こ の 制約の もと、どの よ うに実際

の プ ロ セ ス が 進め られ て い る の か を見 て い く。

皿　事例

1　 前浜地 区

　事例 とし て 、岩手県南部 に位置する大船渡市

の ある地区を取 り上 げる 。 大船渡市は2001年 に

（旧）大船渡市 と三 陸町が合併 してで きた市で、

震災前の 人口 はおよそ 4 万人、その なかで （旧）

三 陸町に含まれる こ の 前浜地区 （仮名）の 人 口

は お よ そ800世帯 、 3000人で あ っ た 。 本節で は

こ の 地区 を概観する。

　前浜 は震災直前 、 約 500世帯が漁業 に従事す

る、漁業中心の まちで あ っ た 。 そ の 意味で前浜

は 三 陸 沿岸に典型 的 な漁村 と思 わ れ が ち だが 、

歴史的に見る と 、 こ こが漁業 「中心」 にな っ た

の は比較的近 い 過去 だと言 える 。 山が 海に迫 る

前浜では 、豊か な山林 を背景として、木材を燃

料 とした製塩業や、木挽 き ・大工 業に従事する

者 も多 く、個人ある い は集落で 山林を管理 して

い た 。 同時 に中心部 の や や 開けた平地 を中心

に、各集落で農業も行われ 、1930年代の 統計で

は 漁業世帯 よ りも農業世帯の 方が 多 くなっ て い

る ［三 陸町史編集委員会 1992］
9｝

。 お そ ら く農

業等を しなが ら漁業を行 うと い うの が 当時の
一

般的な生活形態で あ り、 小作農家の 二 ・三男 な

ど、 ある い は田畑 を所有 して い ない 層が専業的

に 漁業を行 っ て い た の だ と考えられ る
1°）

。
つ ま

り、戦後期 における林業 と農業 の 衰退、およ び

生鮮 品の 輸送技術の 向上 と ワ カ メ ・ホ タ テ など

の 養殖漁業が軌道 に乗 っ た
田

結果と して 、 前浜

は 自他 ともに認め る漁業中心の 町 とな っ たの で

ある 。

　次に 政治的 ・組織的な面に つ い て 述べ る 。 前

浜地区は現在、llの 集落に よ っ て構成され て い

る 。 歴史資料 を見 ると、 個々 の集落の 呼称や分

割の 仕方に は多少の 変化が あるが 、 江戸時代以

降 「前浜」 と い うまと まりの 空間的な範囲は変

わ らな い ま ま維持 さ れ て い る ［三 陸町 史編 集

委員会 1992］。他方で 、こ の 村の 行政的な位置

づ けは何 度 も変遷 して い る 。 前浜を含む気仙郡

は江戸 時代まで は仙台藩の 最北部分で あ り、 藩

内の 塩の 産地 として 知られ て い た が、明治維新

後 は 7 度 に わ たる 変更 の 結 果、岩 手県 に含 ま

れ る こ とに な っ た 。 さ らに前浜は、1873 （明治

6 ）年に 、 隣の 村 と合わせ た 「連合村」とな り、

1889 （明治22）年 に再度 1 つ の 村 とな っ た 。 そ

の 後、1956 （昭和31年）、い わ ゆ る 「昭和の 大

合併」で 、近隣 3 つ の 村が合併 して 三 陸町が誕

生 した 。そ してそ れ か ら45年の 後に、三 陸町は

「平成 の 大合併」で 大船渡市に合併 されたの で

ある。 こ の た め、人 々 の 帰属意識に つ い て の 語

りは 、 大船渡市 、 旧三 陸町 、 前浜 、 そ して 各集

落と、状況 に応 じて 変化する 。

　 11の 集落 にはそ れ ぞれ 自治組 織があ り、そ の

内の 幾 つ かは共同で 入会管理 を して い た ため か

「契約会」 と呼ばれ て い る 。 加えて、集落 ご と

に行政が設置した小 さな公民館が あ り、そ れ を

管理するため 、公民館長 ら数人で構成 され る公

民館組織が ある （集落に よ っ て 両組織が重 なっ

て い る場合 もあれば、青年世代 が公民館組織、

老年世代が 自治組織、の よ うに分 けて い る 集

落 もある ）。 加えて 、 ほ とん ど の 集落 に 固有の

伝統芸能が ある 。 こ の こ とは集落の性格の 違 い

や ア イデ ン テ ィ テ ィ に つ い て の 語 りの 源泉とな

り、 また その 芸能を実践 し継承するた め 、 緩や

か な組織が形成 され て い る
12〕

。 さ らに、本稿で

は詳述 で きな い が 、 こ う した空間秩序 を横断す

る ように、親族関係 や仕事上の つ なが り　（例 え

ば漁業者の なか に は 、 同 じ定置網で 働 く者 ど う

し の グ ル ープ や 、 特定の 魚種の 養殖に 関 して組

織 され た研究会等が あ る）、小 ・中学校の 同級

生 ネ ッ トワ
ーク などが広が っ て い る 。

　次に地 理 的状況に つ い て見る 。 合併 され た大

船渡市 にお い て 、 前浜は もっ とも市の 中心部か

ら 「遠 い 」地区で ある 。 直線距離はそれほ どな

い が 、 近隣の 市町 をつ な ぐ幹線 道路か らも外 れ

て お り、市の 中心部 との あ い だに険 しい 山林が

幾重 に も立 ちはだ か っ て い る 。 その た め 、 地区
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内の ス ーパ ー
マ

ー
ケ ッ ト （震災で撤退）で 買え

ない モ ノ を買お うとする と 、 30分ほ どかけて 市

の 中心部 まで 、 1本 しか ない 山道 を上 り下 りし

て い かねばならな い 。 だか ら、空間的な意味で

前浜は孤立 あ る い は 自律 して い るが、経済的あ

る い は政治的 な意味で は市の 中心部や 外部 との

つ なが りが 不可欠なの で ある 。 こ の 町で よ く見

かける軽 トラは 、 人とモ ノ と情報の流通の象徴

で ある
13）

。

　加 えて 、地区内 の 地理的状況 に も多様性が あ

る 。 地区を構成す る llの 集落 は 、 前浜川沿 い の

や や 広 い 平地を占め 、 地区 の 中心 を構成する 6

つ の 集落と、それ 以外に、〈 小 さな浜 ＋ そ こ に

流れ 込む小川 ＋ それ を取 り巻 くわずかな海沿 い

の 平地や 丘 陵地 に建つ 家 々 〉 と い うセ ッ トか ら

な る、地 理 的に孤立 した集落 5 つ か らなる （図

2 ）D

　前浜 の孤立 した 5 つ の 小集落は 、 こ の 地区 と

隣の 地 区とを結ぶ 、山中を走る 曲 りくねっ た県

道 に面 して 、あ る い は そ こ か ら枝 分か れ した 、

さ らに細 い 道 に よ っ て つ なが れ て い る 。 こ ん な

と こ ろ に集落がある の か とい ぶ か りなが ら降 り

て い くと、浜に近づ くに つ れ黒 々 と した瓦屋根

の 、お寺か と見まが うほ ど の 堂 々 た る庭付 きの

日本家屋群が あ らわれ る 。 それ ら の 家 々 はや や

小 高い とこ ろか ら海 を臨ん で い る。 海 は彼 らに

とっ て 毎 日 の 職場 であ り、牛 と富の 源で あ り、

大 船 渡 市

旧・大船渡市 （7地 区） 1日・三 陸町 （3地 区 ）

A地 区 前浜地 区 B地区

5つ の飼別 集落 中心 部

囂 ∠，罵
　　 　 図 2　 前浜地区の 概念図
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また外 部 へ の 玄 関で もあ る 。 こ うした 家 々 か

らさらに海 の 方 に降 りる と、2012年夏現在もな

お 、何か を抉 り取 られて 剥 きだ しに されたよ う

な地 面 と、破壊 さ れ た堤 防や 港が 見えて くる。

ワ カ メ 養 殖や 刺 し網漁な ど は再 開 し つ つ ある

が 、港湾施設の 再整備は まだ こ れか らである 。

　 地区の 中心 部は、 V 字型の 前浜湾に面 した 、

隣接する （しか し海 ま で 迫る 丘 に よ っ て 区切 ら

れた） 3 つ の 浜か らなる （そ れぞ れ 1、M 、
　 T

集落をなす）。中央の M 集落の 奥に は や や 広 い

平 地が あ り、前 浜で 最 も人 口が 多い 地 域 を な

し、 3 つ の 集落 （G 、 W 、
　 Y ） に分 けられて い

る 。 こ の 湾奥の 地域が 、明治29年の 津波で 最大

遡上高を計測 した地域で もある 。

　 明治 29年に続 き昭和 8 年の 津波 は前浜 に大 き

な被 害 を もた らした 。 後者 の の ち、岩手県の

指導の もと 、 IIJ裾 を削 っ た り、丘 を利用 した

りして、高所移転が 行わ れ た ［岩手縣土 木課

1936 ； 山口 1972］。 こ の 高所移転は 当時、地震

学者 と して 有名だ っ た 今村明恒 に よ っ て 模 範例

と し て 挙げられ て お り ［岩手縣土 木 課 1936 ：

167，183］、M 、 1 、T 集落 に は今 も 「復興地」

と呼ばれ る住宅 地が 形成 され て い る 。 しか し、

高所移転に際 して 人 々 は低地の 土 地所有権 を保

持した ままで あ っ た ため 、時代 が経 るに つ れ、

本家か ら分か れ た別家や 結婚 した子供た ち、あ

る い は 漁業者などがふ た た び低地に家 を建 て始

め た と い う。 そ して 平成 に なる 頃 に は、昭 和

の 高所移転に伴 っ て 高台に付け替え た幹線道路

が再 度、低地 を 通 る 新た な道路 に 取 っ て 代 わ

られ 、 低地の 発展は さらに加速 して い っ たとい

う。

　以上 、 前浜 に つ い て概 観 して きた 。 まず言え

る の は 、 前浜 は比較的他の 地域 か ら孤立 した地

理的環境 にあ り、 歴史的に見て 、 1つ の まとま

りと して 維持 されて きた こ とで ある （その ため

に外部 との 関係が つ ねに こ の 地域の 政 治経済に

お い て 重要で あ っ た こ とは 言 う まで もない ）。

ただ し、内的 に見れ ば、前浜は個別性 をもつ 複

数の 集落の 集 ま りで あ り、 それ ぞれ の 集落は そ
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の 内部に複数の 組織 をもつ し、 また津波の 後の

復興地など、歴 史的に複数 の 層 によ っ て形成 さ

れて い るの で ある
14）

。

　以 上 を踏 まえた うえで、次節か らは 震災発生

後の 様子 を時系列的に見て い く。 なお 、 こ の 記

述 は、2011年 6 月以降の筆者 に よる観察 と、後

述す る2012年 2 月以降の 「まちづ くり」の 過程

で の 聞 き取 りの 結果を もとに再構成 した もの で

ある 。

2　避難

　2011年 3 月 ll日、 地震が発生 する と 、 多 くの

人は （まさか あれ ほ どの 規模で 来る とは考えて

い なか っ たが）津波が来 る とす ぐ思 っ た 。 幸い

だ っ た の は津波が 到達す る まで に しばら く時間

が あ っ た こ とで あ る。海 辺 に 近 い 人 び とは 高台

に避難 し、なか に は船を沖に 出 しに行 っ た 人 も

い た 。 人々 は雪の 寒 さの なか、家々 や 田畑が波

に の まれ、破壊され る さまを呆然 と眺め た。

　 こ の 津 波 で は 、 流 出家屋 は 183戸 （全 体 の

20％ に の ぼ る）、避難者が最大で 800人 ほ ど 、 死

者 は 31人 で あ っ た。地 区内の 約15％ に あ た る

120世帯 が住み 家 を失 っ た。 漁業関係施設 も、

鉄筋 コ ン ク リー ト3 階建 て の 立 派な漁協の 建物

をは じめ 、 各浜の 防潮堤 、 漁港や水産加工 場 な

どほ とん どが 破壊 され、使 い 物 にな らな くな っ

た Q

　避難者は公 民館や、直接の 津波被害を受けな

か っ た血縁者や 友人の 家で過 ご した 。 最 も多 く

の 人が 集 まっ たの は高台にある 中学校で 、当日

に は200〜300人 、 最大で は 600人がそ こ で 生 活

した 。 意外な こ と に 中学校 の 避難所で まと め

役 とな っ た の は 隣の 市出身の 男性 だ っ た と い

う。 そ の 理 由 に つ い て 、 そ こ で生 活 した 1 人

は 、 「こ うい う場 合は よそか ら の 人の 方が しが

らみ もない し、親戚 もい ない の で 気 を遣わ な く

て よ く、物事を進 めや すか っ たので は」、 と語

る 。 公民館や 、周辺集落の 自治会が そ こ で の 組

織化 の 中心 となる こ とは なか っ た 。 た だ、被災

しなか っ た家はプ ロ パ ン が使えた の で、婦人部

が 炊 き出 しして ご飯 を もっ て きて くれ る な ど と

い うこ とはあ っ た 。

　人 々 はそ の あ と次第に親戚や知人の 家 に移 っ

た り、地 区の 外に ある雇用促進住宅 に移 っ た り

した 。 しか し、100名ほ どが残 っ た 。 彼 らは駅

近 くにある地区公民館
15，

で 、 50人ず つ の 部屋 に

分か れ て 生 活した 。 そ の 生活は 6 月10日に、地

区内で 唯
一

の 応急仮設住宅が 中学校の 運動場に

完成する まで続 い た 。 ちなみ に こ の 仮設住宅は

90戸か らな り、家 を失 っ たがそ こ に入 らなか っ

た世帯 が、前浜全体で 約30ある 。

3　復興へ

　復興へ の 動きは、複数の レ ベ ル で 、半ば独立

に、半ば相互 に 干渉 し合 い なが ら進ん で い っ

た。大船渡市は 国 が復興構想会議を組織す る よ

りも早 く、 3 月中 に役所内に復興局 を作 り、 復

興計画の 策定に取 り掛 か っ た 。 市の 復興計画は

財源 の 面で 国や県 の 方針 によ っ て 影響 を受ける

た め 独 自に は 策定で きず、夏前を予 定 して い

た完成は 結局 10月 まで ずれ込 む こ と に なる の だ

が 、そ の 策定過程で 、 6 月に は市内各地区を回

り、 住民の 意見を聞 く懇談会 を行 っ た 。 前浜地

区で行わ れ た の は 6 月半ば の こ とで あ っ た 。

　その 日の 夕刻 、 体育館に 100人 ほ どが 集ま り、

市か ら来た部課長級 20人ほ ど を静かに迎 えた 。

1 時間半ほ どの 懇談会 の なかで 13人が立ち、瓦

礫処理 、漁業施設や 公民館の 再建、道路拡張や

高所移転等 に つ い て 質問 した 。 その 質問は 、 漁

協の 組合長や 、中心部 の 海沿 い の T 集落で既に

立 ち上 げ られ て い た独 自の 復興 委員会か ら な

ど、組織 を代表した もの もあれ ば 、

一被災市民

と してな された もの もあ っ た。 しか し、どこ ま

で個 々 の 具体的な意見が実際に計画 に採用 され

る の か住 民に見 えず 、 「不満 の ガ ス抜 きなの で

は」 とい う声す らあ っ た 。

　結局、市復興 局 は下請の コ ンサル タ ン ト会社

の 案を下敷 きに、懇談会で の 意 見を一
部採用

し、 7 月の 復興計画策定員会で 市内各地区の 土

地利用図案を提示す るが、その 前に 前浜で は 、
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こ の ままで は 自分た ちの 意見 を行政が採用 しな

い か もしれ な い とい う危機感の もと、地区全体

の 復興委員会を組織する動 きが起 きた。 6 月中

に準備会 を行 い 、続 い て 12人で 発起人会を開い

て 、代表や運 営方針な どを決め 、さ らに は趣 意

書も作成 した 。 その うえで 7 月 13日 に復興委員

会の 第 1回 目の 総会が 開催 され た 。

　 こ の 地区復興委員会は形の 上 で は「前浜全体」

を代表す る、準公的な組織で ある 。 地区公民館

が事務局 とな り、 各集落 の 自治会長や 公 民館

長、漁協の組合長や建設業の 代 表、地区出身の

市会議員な ど、こ の 地区の 顔役47人で 構成 され

（60代以上が多 い ）、 多 くの 人は何 らか の 公的な

立 場をもっ て い る。 ト ッ プ とな っ た の は漁協 の

前組合長の オ イカ ワ氏 （仮名、以下 同）で あ る。

彼は 経営感覚 に優れ 、長年に わた っ て 組合 長

を務め る なかで こ の 地区の ワ カ メ 養殖 を大 い に

発展 させた、引退 した現在で も影響力の ある男

性で ある 。 市 の 土地利用図が公開され る と 、 オ

イ カ ワ 氏の 主導で 7 月末に 市の 職員を呼ん で 勉

強会 を開い た り、 9 月上旬 には市に対 して、道

路や 公 共施設の 整備、産業再生な どを求め る要

望書 を提出 した りと い っ た取 り組み が 行われ て

い っ た 。

4　 仮設 自治会 と高所移転

　実は 上記の 復興委員会の メ ン バ ー
には仮設住

宅居住者が ほ とん どい な い
16／

。 そ うしたこ とも

あ り、 地区内唯
一

の 仮設住宅で 自治会が で きた

の は復興委員会の 設立か ら 2 カ月遅れの 8 月．L

旬で あ る 。

　仮設自治会に つ い て は、移転直後か ら作 ろ う

と い う意見は あ っ た が 、 引 っ 張 る人が 出 て こ な

か っ た とい う。 公民館避難生活で の リ
ーダ ーた

ちは、集団生活か ら解放され たばか りで、よ う

や くプライベ ー トな空間や時 間が確保で きた の

に 、す ぐまた組織づ くりの 話 を した くなか っ た

とい う。 また、彼 らが 自治会の 中心 に な っ て

も、そ れ以 外の 人が 反発 した りつ い て きに くく

なっ た りす る と困る と思 っ た の で 、とりあえず
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は静か に して い たの だ と い う。 そ の背景には、

支援物 資が公民館中心 に来て 、 それ以外の 人た

ちに は十分回 らなか っ た、とい うような妬み も

あ っ た よ うだ 。

　 しか し、仮設住宅に住め る期間は原則 2年で

ある。そ の 焦 りもあ り、 7 月末に まず発起 人会

が 行 われ たが 、 そ こ で は話が ま と ま らなか っ

た 。 それか ら もう
一

度、 8 月 の 復興委員会に間

に 合わせ るた め に
一

気 に 進め られた 。 まず は仮

設住人 の なか か ら集落ご とに代表を決め て、そ

こ で 合議 し、 会長 1 人 、 副 会長 2 人 、 庶務 1

人、仮設の 棟 ご との 班長 を決 めた 。 や や強引で

はあ っ たが 、選ば れ た 人は み な引 き受けた とい

う。 こ の 仮設 自治会が で きる と、立場的に は地

区復興委員会 の 下 に位置づ け られ、仮設 自治会

長 も復興委員会の メ ン バ ーの 1 人 とな っ た 。

　 しか し、ほ とん ど別 々 に成立 した復興委貝会

と仮設 自治会の 思惑は必ず しも
一

致す るわ けで

は なか っ た 。 仮設住民 は家を失 っ た 人た ちなの

で 、考え る こ との 中心 に は 、住 ま い を ど うす る

かと い うこ とがあ る 。 それに対 し、復興委員会

は地 区全体につ い て 考える 。 後者の ア ジ ェ ン ダ

に は、堤防をどうする か、津波に被災 した跡地

をど う再利用す るか 、 公共施設の 移転 、 避難道

路 の 整備な どが入 り、高所移転 はあ くまで もそ

の うちの 1 つ とい う扱 い とな る 。 そ して、仮設

自治会長 も、復興 委員会の 中で は、47人 い る委

員の うちの 1 人に過 ぎない
。 その た め 、 委員会

が市役所 に提出 した網羅的な要望書 で は 、 高所

移転 は道路、防災施設に つ い ての要望の 次に よ

うや く挙げ られ て い る。

　 で は、前浜で は高所移転の 話 は遅 れが ちだ っ

た か とい えば、あ る部 分で は そ うで は なか っ

た 。 実 は、こ の 復興委員会 と仮設自治会の 他

に 、 もうひ とつ 組織が動 い て い た の で あ る 。 そ

れ は ヒで 見た 行政 との 懇談会で も発言 して い

る、T 集落 の 復興委員会で ある 。 中心部の
一
角

を占め、全65戸 中24戸 が 流失 した T 集落で は、

被災直後か ら集落会 の 会長サ サ キ氏 の 強 い 意志

で 早 くか ら高所移転 に 向けて 動 き出し、 復興委
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津 波災害復興 におけ る社会秩 序の 再編

員会 の ペ ース に従 わずに 、 集落内で の 意見を取

りま とめ 、移転先に も目星 をつ けて い た 。 サ サ

キ氏 は オイカ ワ氏 とも同世代 で 、 旧知の 仲 であ

り、その 了承の もと、 市役所 との 間で独 自に話

を進 め て い た の で ある 。

　 それ に 対 し、様 々 な集落 で 家 を失 っ た 世帯

の 寄せ 集ま りで ある仮設住宅にお い て、仮設 自

治会を中心 と して 、 集団移転や公営住宅の 話が

よ うや く出始め た の は、秋が 深ま っ た 11月頃で

あ っ た 。 その 時点で T 集落が先行 して い たこ と 、

高所移転制度の 利用 を考えて い る人 が ど うや ら

中心 部の 2 つ の 集落 （図で は M とW ）が多そう

だとい うこ とを受け、残 っ た人々全員 を含んだ

議論が は じまっ た 。 さ らに こ ちら で は団地へ の

集団移転 と並行 して、地 区内へ の 災害公営住宅

の 建設 とそ こ へ の 入居に つ い て の 話 も進 め る こ

と に な っ た。そ の た め、「5 戸」の 条件が 満た

せ ず宅地買 い 上げがで きない 他 の小 さな集落の

人 々 や、T 集落出身だが 集団移転に参加 しな い

人 々 な ども話 し合い に含め て い くこ とになっ た 。

　仮 設 自治会 長は 12月の 前浜 地区復興委 員会

で 、 仮設住宅内の 人 々 の 問に高所移転の 意向が

ある こ と を報告 し、年が明けて 1 月に市の 職員

を仮設に呼んで説明会を行 っ た 。 そ の 場で仮設

自治会は市 の 職員か ら 、 住民側 の 意向を探 っ て

取 りまとめて ほ しい と言 われたため 、希望調査

ア ン ケ
ー

トを作成 し、仮設各戸 に配布 した。

　 しか し こ こ で 問題 とな っ た の が 、津波で 家 を

失 っ た が地域 内の 仮設住 宅 に入 らず、地 域外

の 仮設 や 親戚 の 家 な どで居住 して い る 人 々 の

存在であ っ た 。 T 集落以 外で ひ と まとま りの 移

転 「集団」をつ くる とい うの で あれ ば、彼 らも

そ こ に含む必要が あるか らで ある 。 しか し、 仮

設 自治会の メ ン バ ー
は彼 らの 居場所 はお ろ か、

い っ たい 全部で そ の よ うな人が何人 い る の か も

分か らなか っ た 。 それ を明 らか にす る た め に は

被災世帯に つ い て の 詳細 な情報が必要で あ っ た

が、それ を得られ た の は各集落の 自治組織 の メ

ンバ ーで あ っ た 。 つ ま り結局、地域外で暮 らす

人々 の 情報 を集約 で きた の は 、 各集落の 自治会

長 も委員 となっ て い る復興委員会だけだ っ た の

で ある 。

　そ のた め、仮設自治会は彼 ら と接触するため

には復興 委員会を通すこ とが必要になっ た 。 加

えて、また仮設自治会はあ くまで も仮設に住む

人た ちの 組織で あ っ た ため、移転候補地 の 選定

や地権者との 交渉も、地区の 代表として の 自負

の ある復興委員会が 行うこ と とな っ た。 こ うし

て前浜の 高所移転 は、先 に進 む T 集落の 様子 を

見なが ら 、 仮設 自治会と復興委員会の 2 つ の 組

織の 連携 に よ っ て 進め られ る こ ととな っ た の で

ある 。

　 しか し、 すで に述べ たよ うに 、 両者は 高所移

転に つ い て意識の ずれがあ っ た 。 その ため、プ

ロ セ ス は 、仮設 自治会か ら見れば 、遅れがちに

な っ た 。 2 月頃 、仮設 自治会 の メ ン バ ー
に対 し

て 行 っ た 聞き取 りで は、遅 れ に対する不満が顔

をの ぞかせ て い た 。 メ ン バ ーの 1 人は 、 「T 集

落の グ ル ープ の よ うに 、 本当は 自治会が 直接市

とや り取 りした方が 早か っ た か も しれ な い が 、

市か らは バ ラバ ラ に来る の で はな く復興委員 を

窓口 に して ほ しい と言 われ る し、復興委員会の

人た ち もボ ラ ン テ ィ ア で や っ て くれ て い る し、

へ そ を曲げ られ て も困る 。 で も顔役たちが 出て

くる と、ス ピー ドは遅 くなる」と語 っ た 。

5　 「ま ちづ く り」の組織化

　筆者らは ち ょ うど こ の 2012年 2 月頃か ら前浜

の 復興に 関わ る ように なっ た 。 筆者 は同僚の 都

市計画研究者に声 をか け、まず高所移転 の 詳 し

い 説明会を仮設 の 集会所で して もらい 、 複雑な

条文や過去事例 に つ い て住民に理解を深めて も

らっ た。 さらに もう
一

人の 都市計画研究者 に も

参加 して もらい 、復興委員会か らの 依頼 とい う

形で 、地 区全体の復興計画づ くりと高所移転事

業の 計画 的な進展 を積極 的 に サ ポ ー トし始 め

た 。

　 こ の こ とは、結果的 に、復興委 員会の ア ジ ェ

ン ダ とも、仮設自治会の 思 い とも異なる形で 、

前浜 の 「復興 まちづ くり」 を組織化 して い く

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Cultural Anthropology

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Sooiety 　 of 　 Cultural 　 Anthropology

『文化人類学』78！1　2013，6

こ とにな っ た 。 こ の 復興計画 は空 間利用 、 上地

利用 と い うこ とに重点を置い て い たた め、それ

に従っ た地区の 区分が行わ れた の で ある 。 地区

の 顔役 たちの 集 ま りであ っ た復興 委員会の もと

に、  海岸部分の 土 地 利用、  中心部 （図 2 右

側 の M 、W 、　 G 、　 Y ）の 復興 まちづ くり、  小

集落 （図 2左側の 5集落お よび 1、 T ）個 々 の

復興 まちづ くり、とい う3 つ の サ ブ グ ル ープ が

組織 され、それぞれは新 たに 10人程度の 比較的

若い 世代が メ ン バ ーとな っ た 。 そ して 2012年 3

月以 降、そ れぞ れ で定期的に ワ
ー

ク シ ョ ッ プ を

開 い て 実質的 な議 論を行 っ て い くこ と と した 。

ただ こ の 開催の ペ ース は筆者らの チ
ーム の 日程

的 な都合の ため に 月 1回か ら数回程度に制限 さ

れ て お り、それに よ っ て まちづ くりの ス ピー ド

が規定され て しまっ て い る。

　 こ の サ ブ グ ル ープ の 活動は 2012年 9 月現在 も

継続中で あ るが、ワ
ー

ク シ ョ ッ プ の なか で は 、

様 々 なこ とが明 らか にな っ た。 港周辺の 土地利

用は もともと漁業施設が多か っ たため、  の サ

ブ グ ル ー
プ は漁業組合の 各部会か ら主 要 メ ン

バ ーが選ばれたが 、 何度 目かの 会合の なかで 女

性部か らの メ ン バ ーが口 を開き、強い 口調で 不

満を述 べ た。そ こ か ら漁業組合員に は女性の 割

合が多 く、 さらに実質的な労働で も女性 の 果た

す役割が大 きい に もか かわ らず、漁業施 設にお

い て
．
卜分に女性 の 意見が反映 されて い な い とい

う男女格差の 問題 が 見えて きた 。 また  は 中心

部の 4 集落か ら メ ンバ ーが 出て い るが 、 その 参

加度 には 集落 ご とに大 きな差異が あ り、そ こ か

らは集落ご との 被災程度の 違 い の み な らず、生

業の 違い や、地域 へ の 帰属意識の 差があるこ と

が見えて きた 。 そ して   にお い て は、家を失 っ

た世帯と残 っ た世帯の 間で なか な か以前の よ う

な コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ンが取れ な くな っ て い る こ

とや、復興 委員会 の 動向が 十分に 各世帯に伝

わ っ て い ない こ と 、 さらに T 集落の メ ン バ ーに

関 して も、ササ キ氏が 進め る集団移転の 動 きに

つ い て 、 家が残 っ た人 々 やそ こ に参加 しない 人

は進捗に つ い て ほ とん ど知 らない こ と、などが
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明 らかに な っ た 。 こ の ように 、 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ

は、震災前か ら地域 の 中 に存在 し、 震災後 さら

に顕在化 して い る差異 をあ らわ に しつ つ ある。

筆者 らの チ
ーム は こ うした差異 に注意 しなが ら

「まちづ くりニ ュ
ース 」を発行 して情報 を各世帯

に提供 した り、さらに 「災害復興 まちづ くり支

援機構」に属する弁護士 や不動産鑑定士等の 専

門家の 協力を仰 い だ りしなが ら、対立が大き く

ならな い ように調整 しなが ら支援を進め て い る 。

　他 方 、 高所移転 は移転前 の 宅地 が   に 関わ

り、移転 後 の 団地が   に 関 わ る た め 、 サ ブ グ

ル ープ の 活動 と独立 して、先 に話 が進め られ

た 。 興 味深い こ とに、こ こで 中心 と なっ た 自治

会庶務を務め る40代の ム ラ カ ミ氏 は、学校や仕

事の ため に家族 を置 い て ほ とん どこ の 地区 を離

れて暮 らし て い た 、 本人い わ く 「地区の こ とを

よ く知 らな い 」半ば外部者と で も言える よ うな

人だ っ た。会議に Air　Mac を携えて や っ て くる

ム ラ カ ミ氏 は 、 仮設 に住 む老人 た ちに向け て 、

で きるだけわか りや す く移転 の 情報 を提供 しよ

うと した 。 筆者 ら も、集団移転 、 公営住宅 、 自

力移転 、 自力で元の 場所 、地区外 へ の 自力での

引越 しとい うそれぞ れ に つ い て 、で きるだ け簡

潔に、自己負担額や い つ ご ろ か ら住めそ うか な

どを説明 した 。

　 しか し、説明を受け 、情報が 増すこ とで、住

民 た ちの 判断する基準が増え 、 答えを出すの に

た め ら い が 生 じて い っ た 。 まず考える こ との ひ

とつ に 、 経費の こ とが ある 。 元の 土地の 値段が

い くらと鑑定 され る の か （つ ま り行政が い くら

で 買っ て くれ る の か ）、家を建て 直すの に ど の

ぐらい 経 費がかか るの か、それ に際 して 、自分

の年齢や収入で ロ
ー

ン は借 りられ る の か 。 そ れ

か ら時間の こ と、つ ま り、で きるだ け早 く仮設

を出て 落 ち着 きた い が 、 高台移転 は何年かか る

もの な の か 、他 の 方が 早 い の で は な い か。 ま

た、移転先は 海か ら近 い の か、病 院や 日 々 の 買

い 物 は どうか 。 さ らに、移転 先 の 敷 地の 広 さ

や 、 家族の 動 向 （息子夫婦 は帰 っ て くる の か）。

これ らは各世帯の 個別の 事情 を反映 し、非常 に
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複雑 な 「もしA な らB す るが 、 しか し もし C な

ら D 」
17）

とい うよ うな連鎖 を生 む 。 その ため い

ずれか に心 を決め る の は非常に難し く、集団移

転に関心が ある人々 の なかで も、実際 に「集団」

に 「ハ マ ル 」 （地元の 言葉で、参加する とい う

意味）か どうか は揺 らぐ。

　その た め取 りまとめ をす る ム ラ カ ミ氏らは苦

労を強い られ た 。 そ れ に は制度が複雑な こ と、

個別 の 事情で どれが （集団移転な の か公営住宅

なの か自力再建なの か）よ い の か も変わ る とい

うこ とに加え、そ もそ も全員での話 し合 い の 場

が持 て ない （時間 も場所 も取れ な い ）とい う問

題 もあ っ た 。 柔 らか い 物腰の ム ラ カ ミ氏 は少 し

ずつ 仮設住民の 信頼 を得て い っ た が 、 だか ら と

言 っ て T 集落の ササキ氏 の よ うに積極的 に 意思

決定を方向付 ける こ とは なか っ た 。

　 こ れに対 し市役所 は 、 中越地震 の 時の よ うに

は手厚 い 支援 はで きなか っ た 。 集団移転 を希望

す る地域 は、潜在的な もの も含めれ ば大船渡市

内に 数多 くあ り、復興局の 限られ た人員で は手

に余 っ たか らで ある 。 その ため、あ くまで も住

民か らの 動きを待っ て 対応する、 とい う姿勢を

取 っ た 。 と りわ け 、 市の 中心街か ら遠い 地区に

つ い て の 状況把握や 支援 は遅 れが ちで あ っ た 。

情 報共有の た め に 市役所 を訪 れ た筆 者 ら に 対

し、担 当者は、前浜の こ とは何 とな く聞 い て い

るが 、具体的な数字や 場所が 分か らな い ため行

政 として対応で きな い
、 しか しそうす る と遅 く

なるばか りな の で 、まずは集団移転参加者の リ

ス トを行政 に提 出 して欲 しい 、と言 っ た 。

　こ うした市役所側の 言葉 は、仮設 自治会が復

興 委員会経 由で しか市役所 とや り取 りで きな

か っ た ため 、曖昧な形で しか 自治会側に伝わ っ

て い なか っ た 。 こ れ を承 けて 筆者 らは 復興委

員会 と自治会に、家を失 っ た全世帯 に再度ア ン

ケー トを行 うよう依頼 した 。 彼 らは 5 月上 旬に

ア ン ケ ー トを取 り終え、制度利用希望者 の リ ス

トを移転候補地 とと もに行政 に伝えた 。 そ して

実 は、この ア ン ケ
ー

トをもとに作 られ た世帯の

一
覧表が 、 自発的 な 「集団」、合意の 代わ りに

な っ た の であ る 。 行政はそれをもとに計画図の

作成 などを行 い
、 6 月初め に、国交省へ の 申請

を行 っ た 。
つ まり、 結局 こ の 前浜の 「集団」移

転は集団的な意思決定で はな く、 世帯 ご との 意

志 決定の 集計で しか なか っ たが 、 それ を一
覧表

に したリ ス トは制度手続 きにお い て実在の 「集

団」と同等に扱 われ 、 手続 きを進めた の である 。

　以上 、 、前浜地区に お ける津波後か ら2012年 6

月初め までの 高台移転の 動 きを見て きた 。 こ の

時点で は 申請の み で まだ事業は 開始され てお ら

ず、開始 まで には移転地の 測量 と計画 、 地権者

との 折衝、移転者の 確定等の 手続 きが必要に な

る
18’
。 さ らに集団移転促進事業は 2 か年で 完成

とい う事業で あ り、そ れ以 降に受け取 っ た更地

に家 を建て る こ とを考える と 、 まだ先 は長 く、

様 々 な問題 が 起 きて くる だ ろ うこ とが 予想 され

る 。 それ を追 っ て い くこ とは今後の 課題 とす る

として、次章で は 、 こ こ まで で展開 された事柄

を整理 した い 。

Iv　議論　部分的 な 「集 まり」

　まず、 m で見た期 間に 、 ど の ような「集ま り」

が 現れ て い たか 整理 しよ う。

　は じめ に避難所生 活で の 集団生活をひ とつ め

の 「集まり」として挙げる こ とがで きるだろ う 。

こ れは数 日後か ら約 3 カ月間持続 し、避難所閉

鎖 と共 に消滅 した 。 場所 は まず 中学校 、
つ い で

公民館へ と移動 し、人数は最大 600人か ら徐 々

に 減 っ て い っ た。避難所生活は食事や トイ レ、

プライバ シ ーなど様 々 な問題があるが、そ こで

は地 区外出身の 男性 を中心 として組織化する こ

とで 対応が なされ た 。 もちろ ん試行錯誤や葛藤

もあ っ たが、こ こ で はあ まり踏 み込む余地が な

い o

　次に挙げ られる の は復興委員会で ある 。 こ れ

は震災後に作 られ た新し い グ ル ー
プだが 、そ れ

ぞ れが 公的な役職に あ り、 顔役 と して 知 られる

人 々 の 集ま りである 。 そ の ため 自発的な組織 で
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あ りつ つ
、 準公的に前浜を代表 して 行政 に 対 し

て 要望書 を提 出 して 交渉 した り、各集落の 情報

を集約 した りする こ と もで きた 。 その ため 、 集

団移転 に 実際に加わ る 人が メ ン バ ーに ほ と ん ど

含まれ て い ない が 、集団移転プ ロ セ ス にお い て

は 、 行政 との 折衝 、 仮設外居住者 との 連絡や移

転先候補の 地 権者 との 接触など、重要な役割を

担 っ た 。 た だ し、行政 と の折衝 に つ い て は 「遅

い 」 とい う批判 もあっ たこ と、お よびその 動 き

が
一般 の （委員会 メ ン バ ーで な い ）住民に 十分

に伝 わ っ て い たか、あ る い は逆 に
一

般の 住民の

意思を十分 に反映して い たか ど うか に は疑 問が

残る こ とが 、筆者 らの ワ
ー

ク シ ョ ッ プ で 明 らか

にな っ て い る 。

　 次に仮設 自治会で ある 。 こ れは被災と、応急

仮設住 宅 に住む とい う選択 に よ っ て 生 まれ た、

複数の 集落 出身者か らなる90世帯を代表す る新

たな 「集まり」である 。 こ の 「集 まり」は 出身

集落ご とに 代表を選ん で 構成 され て い るが 、そ

れ に 加 えて 避難所 運営 同様 、 しが ら み の 少 な

い 人 （ム ラ カ ミ氏）が 中心 とな っ て い る こ とは

興味深 い
。 彼 らは 集団移転の 議論で は立 場上

中心 とな っ たが、積極的 に意思 決定を行うこ と

は な く、 各世帯の 意向の と りまとめ に苦労 して

い る 。 また、仮設居住者以外 との コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン
・
チ ャ ン ネル が 少な く、行政 との 連絡や、

仮設外に居住する集団移転希望者た ち とは復興

委員会 を通 して しか接触で きない と い う問題 を

抱えて い た。

　 さら に 、 サ サ キ氏 を 中心と した T 集落の 復興

委員会や漁協な ども挙げ られ る 。 前者 は実 質的

にはほ と ん どササ キ氏個人が 引 っ 張 っ て お り、

彼 の 強 い リ
ー

ダ
ーシ ッ プで集団移転 を進め て い

た 。 上 で も述 べ た よ うに漁協はサ ブ グ ル ー
プ 

を担当するこ とになっ たが 、 筆者 らや
一

般 の 漁

業者 の 期待 に反 して 、それ以上の 存在感を示 し

て い なか っ た 。 これ は組合長の リ
ー

ダ
ー

シ ッ プ

も関係 して い る か もしれ ない
。 も しオ イカ ワ 氏

が 引 き続 き組合長で あれ ば、復興委員会 と漁業

組合が一体 とな っ て 復興 を進め た可能性が 想定
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しうる 。

　 こ れ らは震災 前か らの 前浜住民 を基盤 と した

「集ま り」で あ るが 、 しか し皿 で 見た 高所移転

の プ ロ セ ス で は 、 次に 挙げる 3 つ の 「集ま り」

も重要な役割を果た して い る 。

　 1 つ め は行政で ある 。 市役所で は新設 された

「復興 局」を中心 と して こ の 地 区 の 復興 へ の 関

与を行 っ て い る。復興局 は地 区懇談会を行 い 、

復興計画 を策定 し、 制度や 予算面か ら前浜の 復

興 の 枠組み を形成 しつ つ ある。彼 らは 人数や リ

ソ ース な ど の 制約 もある た め 住民 と の コ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン は密で は な く、そ の 計画 と前浜の

人 々 の 意向が ど れ ほ ど
一

致 して い る か は 議論の

余地 が あ り、「ガ ス抜 き」 と言 わ れ る よ うに、

時に住民側 に焦 りや 苛立ち も生 じて い る 。 しか

し集 団移転や 公営住宅等の 事業を進め るため に

は、手続 き一L彼 らの 存在は不可欠で ある 。

　 2 つ めは筆者 ら研 究者 の 「集 ま り」で あ る 。

こ れ は震災後に ア ドホ ッ ク に組織され たもの で

あ り、月に 数度前浜 を訪れ 、ワーク シ ョ ッ プ を

組織 した り、 情報提供を行うな ど して い る 。 こ

の 「集ま り」は行政以 上 に前浜に関する知識が

少な い が 、 集団移転の 制度や 実例 に関 して は 詳

し い 知識が あ る 。 こ の 「集ま り」の 日程的な都

合が 復興 まちづ くりの ペ ース を左右 して しまっ

て い るが 、 また ロ ーカ ル な段取 りか らや や 自由

で あるため、行政や 復興委員会、仮設 自治会な

ど、他の 「集 ま り」の 間を調 整す る役割を果 た

して い る 。

　 そ して 最後に 、行政に提出 され た、集団移転

希望者の
一

覧表 も 「集 ま り」の 1 つ と して 挙 げ

られ るだろ う。 こ の リス トに記載され た人 々 は

実際 に
一

堂 に 会 した こ とが なく、ま して や ま と

まっ て 「合 意」 して もい ない 。 しか し、 意思決

定の 集合で ある リ ス トは、仮想的 な 「集ま り」

を形成 し、集団的な意思決定の 代わ りに な っ て

い る 。 行政的な事業 として の 集団移転 にお い て

は、こ の 「集 ま り」が実在 として 機能 して い る

こ とは注 目すべ きこ と で あ る 。

　以 上、 m で現れて い た 「集ま り」を整理 した 。
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こ こ か らは次 の こ とが指摘で きるだ ろ う。
つ ま

り、これ らは い ずれも実質的に は独 自の 動 きを

して お り、ど の 「集ま り」も、単独で 「前浜全

体」の 意志 を代表 ・代弁して い る と い うよ うな

状況に は ない 、と い うこ とで ある 。 復興委員会

は もっ ともそれ に近 く、 行政な どに向けて は前

浜代表 として ふ る ま っ て い る が 、 筆者 らの 動 き

の なかで 明らか に な っ た ように、実際には彼 ら

の 動 きは十分 に他 の 住民 と連携が取れて い る わ

けで は ない 。「前浜全体で 復興 を」 とい うよ う

な意識 は少な くな い 人々 に共有 されて い るか も

しれ ない が、それ を体現 した組織は実質的に は

存在して お らず、こ れ ら 「集 ま り」が なし て い

たの はみ な部分的な動 きで あ っ た 。

　 しか し、
こ の こ とは重要 な意味 をもっ て い る

と考 える 。 ひ と つ に は、こ れ ら複 数の 「集 ま

り」は 、 ある程度まで震災前の 前浜に存在 して

い た 、 潜在的ある い は顕在的な差異を反映 して

い る とい うこ とが挙 げられ る 。 これは手垢 に塗

れ た言 い 方をすれ ば、震災前か ら前浜 は
一
枚岩

的 な共同体で は なか っ た とい う、ご く当た り前

の こ とを示 して い るが、しか しもちろ ん こ の 震

災後の 動きは それ そ の ま まで は ない
。 特 に、今

回 の 津波で 家 を失 っ た人 々 （歴 史的経緯か ら考

えれ ば 、 地 域の なか で そ れ ほ ど政治 的な 発言

力 を持 っ て い なか っ た人 々 を多く含む と思わ れ

る）を代表す る仮設 自治会 などは、新 たな変化

をもた らすもので ある と言えるだろ う。こうし

た 「集 ま り」 の 間の 異 な りが存在す る こ とは、

ス ピー ドや効率 の 面で前浜 の 復興 を遅 らせ て い

るか もしれ な い が、 しか しよ り多 くの 意見を表

に 出 し うる と い う点で も重要だ と考える 。

　その 意味で、少な くともこ の 前浜 の 事例 にお

い て は 、 復 興の プ ロ セ ス をあ る ひ と つ の 「コ

ミ ュ ニ テ ィ 」の 動 きと し て ま とめ て し ま うの

は 問題が ある と筆者は考える。 とい うの も、 そ

うする こ とで 、 内的 な差異や変化の 可 能性 を見

えに くくし て し ま うし、ま た復興 にお い て 役

割 を担 っ て い る 行政や研究者、（本稿で は取 り

上 げる こ とが で きなか っ た が ）ボ ラ ン テ ィ ア

や NPO な どの 「集まり」、さ らに は 希望者
一

覧

リス トの よ うな、 モ ノに仮留め され た仮想的な

「集 ま り」 を切 り離 し、 外部化 して しまうか ら

で あ る。それ ゆ え、復興 プ ロ セ ス を理解 し、そ

こ で の 問題 点を 見出す ため に必 要 に なる の は、

地域内出 自の 様々 な「集ま り」を、 コ ミ ュ ニ テ ィ

と い う1 つ の 理念の 発現 とし て 取 りh げる こ と

で はな く、地域内外で現 れる様 々 な関係性や差

異に 注意を払 うこ と 、 そ して 必 要で あれ ば （ま

た可能で あれば） 自らそれ に介入 して い くこ と

だ と考 える 。

V 　結論

　 本論の 検討 をふ まえて 、 以下 の 3 点 を結論 と

して 示 した い 。

　 1点 目は 、 IVで論 じた通 り、 復興過程を 「コ

ミ ュ ニ テ ィ」 と して
一

括 りに せ ず 、 詳細 に 見

て い くこ と の 必要性 で ある 。 確 かに、R ．ニ ー

ダ ム や C ，ク ラ ッ クホ
ー

ン らの 例が示すよ うに、

厳密 な定義の 探究 は 、 結果的に その 概念に 基づ

く研究 に終 焉 を もた ら して しまう危険性 があ

る 。 しか し、 本稿が 目指 した の は その よ うな探

究で ない こ とは 明 ら か で あろ う。 本稿の さ さや

か な主張は、地域の 内外に、つ ね に変化しなが

ら存在 して い る 、 様 々 な 、 潜在的あるい は顕在

的な分断線 ＝組織化の 線 を踏 まえたうえで 復興

過程を見て い くべ きだ と い うこ とであ る 。 復興

や 防災 の 過程で、多 くの 場合行政的な区分で し

か ない 空間を 1 つ の 実体的な人間関係の まとま

りと見る見方 を押 し付 ける こ とは 、 様々 な差異

や 、そ うした空間外へ の 広が りを見えな くさせ

て しま う危険性を帯び て い る。必 要 に な る の

は 、 そ こ に現 れて い る 「集 まり」を 、 連綿 とし

て潜在的顕在的に存在 して い た 「コ ミュ ニ テ ィ」

の 発現 として特権化す るこ とで はない 。 そ うで

は な く、現れ て は消える 「集ま り」が生み 出す

境界線が 、 複 数あ り得た うちの 1 つ を恣意的に

選 び取 っ て い る に過 ぎな い こ とを理解す る こ と

匚cf．　Candea　 2009］、 そ して 「コ ミ ュ ニ テ ィ 」を
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実体視す る こ とに よ っ て 、実際に は重 要な働 き

を して い なが ら視野か ら逃 れ て しまうよ うな

厂集 ま り」 や その 動 きを可視化 して い くこ とで

あ り、そ れ に よ っ て 、そ の場に 萌し て い る 可能

的な広が りを育て て い くこ とで あろ う。

　 2 点 目は 、 集団移転 と い う制度が問題 をは ら

ん で い る と い う認識で ある 。 す で に多数の 指

摘 の ある 点 だろ うが 、こ の 制度で は合意形成

プ ロ セ ス （誰の 、 どの よ うな）がブ ラ ッ クボ ッ

ク ス 化 されて い る 。 こ の 合 意の 困難 さが 、場合

に よ っ て は仕方な しに で あれ 、 外部的 な集 まり

（行政や 研究者な ど） との接触を生み 出す点は

好意的 に捉えて もよ い か もしれ な い が ［Kimura

2012b］、 他方 で 、
　 T 集落 の 事例 で も示唆 され

る よ うに 、 誰 かが強 い リーダ ーシ ッ プ を取 っ

て （悪 く言 えば強権 的に）進め た方が 、で きる

だ け住民 間で情報を共有 し、対等な話 し合 い を

行 っ て い くよ りも実現可能性が 高まる とい う点

は大 きな問題 で あ る。

　 こ の 事例が示唆す る 、 熟議 を通 じた 合意の 難

しさ や 、 多大 な時間や 労力が 必要 となる 「非効

率」性 に つ い ては、よ り
一

般化 したか た ちで政

治哲学的な側面か ら指摘 されて もい る ［e．g，東

2011］。
こ れ に対 し前浜の 場合 、 人工 物 と して

の ア ン ケー トとリス トが、合意プ ロ セ ス を代替

して しまっ た点は注 目に値する 。 確か に情報が

増す こ とで 判断が繊細に な り、 お互 い の 世帯 の

決定に踏み込 めな くな り、分散 して しまい そ う

に な っ て い た 「集 ま り」を人工 物が 仮留め し、

仮想的に で は あれ 「集団」を作 り出した点は好

意的に評価 して もよい か もしれない 。 しか しこ

れ は 中間集団 とし て の 「集ま り」を無効化 し て

しまう危険性 をは らん で い る 。 他の 事例 も踏 ま

えて よ り議論を深め て い く必要が ある 。

　以上 を踏まえた うえで 、 3点 目の 結論 として

は、人類学 者で も復 興 に 関 して で きる こ とが

ある、 とい うこ とで ある ［cf．市野澤 ら 2011］。

そ れ は 、復興 の 過程 で ど の よ うな試行錯 誤が

な さ れ た の か を記 録 ・記 述 す る こ とで あ る

匚Kimura　2012b；cf．金 菱 （編）2011 ； とうしん
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ろ く（編）2012］。 時間の なかで 次 々 に「集 ま り」

が現れ、他の 「集 まり」 と関わ りなが ら展開す

る活動の なか に は 、 それ が結果的にうまくい か

なか っ た と して も、彼らが もつ 潜在的な可能性

を見出すこ とが で きる 。 しか し多 くの 場合、う

ま くい か なか っ た もの は記録に残 らな い 。 上の

事例で の 記述 を越 えるが 、 筆者は都市計画研究

者 と と もに こ の 前 浜地 区の 動 きに 関わる なか

で 、おそ らくこ うした試行錯誤の 結果で はな く

プ ロ セ ス 自体に 関心 を持 ち 、 記録す る の は 人類

学者 で あ り、そ うした記録に も重要な価値が あ

る はずだ と い う思い を強 くして い る。 確かに比

較 し て み れ ば 、 彼 らの 方が 明 らか に実践 に介入

する ノ ウ ハ ウ と ツ
ー

ル に長 けて い る、 人類 学

者だけで な く都市計画研究者 も当事者 に話 を聞

き、まちを歩きまわ る 。 後者は さ ら に 、 まちを
一

望で きる場所か らラ ン ドス ケ
ープをス ケ ッ チ

し、地域 の 空 間的 なあ り方を描 き出 し、 地 図

模型 を作 り、それ を囲ん で ワ ーク シ ョ ッ プ を行

い 、 その 成果を 「まちづ くりニ ュ
ー

ス 」の よ う

な形で 配布する 。 た だ し、都市計画家に と っ て

空 間的 ・行政的な意味で 地域 は所与の もの で あ

り、 その 枠内で の 復興 に向けて計画 を作成する

の に対 し、 明確な短期的 ゴ ール の ない （裏返 し

て 言 えば、即座 に は役立 たな い ） 人類学者 は、

地域 の 内部／外部とい う所与の 枠組み か ら離れ

て そ こ で 展開す る 関係性 を追 うこ とがで きる 。

本稿 で 「コ ミ ュ ニ テ ィ 」に代 えて導入 した 「集

ま り」 とい う言葉は、そ うした揺れ 動く可能性

を含め て 復興 を描 い て い くため の もの で ある 。

や や比喩的な言 い 方に なるが 、 人類学者は こ う

した記述 を通 じて 、現実 の なか で 生 起す る事態

が は らん で い る多 様 な可 能性 の 糸 の 端 を見 出

し、そ こか ら今ある現実を変えて い くため の つ

なが りを編 み上げて い く動 きに関わ っ て い くこ

とがで きる の で は ない か と筆者 は考える 。
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調査者の 饗庭伸 さん （首都大学東京）と饗庭研

究室の 皆様 、 池田浩敬 さん （常葉大学） に感謝

します 。 また、本論文 の 初期 の 版 は静岡人類学

研究会 （2012年 5 月21日、 於 ：静岡県立 大学）、

京都人類学研究会 （同 5 月25日、於 ：京都大学）、

the　Annual　meeting 　ofLaw 　and 　Society　Association

（同 6 月 8 日、於 ： ホノ ル ル）、日本文化人類学

会研究大会 （同 6 月24日、於 ：広 島大学）にお

い て 発表され た 。 玉 置泰明さん （静岡県立 大）、

山本博之 さ ん （京都大 ）、速水洋子さん （京都

大）、 林勲男 さん （国立民族学博物館）、 お よび

本誌の 2 人の 匿名の 査読者 も含め 、 それぞれ の

版 に ご意見 ・ご批判 い た だ い た 方々 に 感謝 しま

す 。 ただ し、本稿 におけ る議論の 責任はあ くま

で も筆者の み に あ ります。

注

1）オ リ ヴ ァ
ー＝ス ミ ス の 議論と同様に 、雲仙噴

　火後の 島原に お い て 調査 し た 鈴木広 ら ［1998］

　 は、災害 によ っ て ル
ーズ な コ ミュ ニ テ ィ が タイ

　 トな コ ミ ュ ニ テ ィ とな り、機能的 に 活動 し、ま

　た ル ーズ に 戻 る 、と主張す る。こ こ で彼 ら が コ

　 ミ ュ ニ テ ィ を  集落、旧町村 を中心 とす る 生活

　共同体、  行政都市と し て の 島原市、  共通 の

　歴 史 ・文 化を もつ 島原半島文化圏、と い う 3 重

　の もの と し て概念化 し て い る 点は注意が 必要で

　 あ る 。

2）た だ し、こ う した 現象が多くの 社 会 で 見 られ

　 るか らと い っ て、それ に 依存 す る の は危 険 で あ

　る。仁平典宏 ［2012 ： 131］が 言 うよ うに、美 し

　 い 絆の 物語は 「社会権 ・生存権 の 臨界 に 花開 い

　て い る こ とも忘れ て は ならな い 」。

3 ）こ れ は、本稿 で は 十分 に 展 開 で きな い が、人類

　学的 な 「集団」 をめ ぐる議論 ［河合 （編） 2009］

　に接続され る べ きもの で あ る e なお こ こ で 「集ま

　 り」 と 呼ぶ もの につ い て は、R．マ
ー

トン なら 「集

　合体 （collectivity ）」と呼んだか もしれない ［渡邊

　2010 ： 第 4 章］。 こ れ は、田中雅
一

［2006］が 構

　造 か個 人か とい うジ レ ン マ を避け て社会変化 を

　記述する際 に 用 い た 「共同性 」に 近 い が、グル
ー

プ 内 に ヒ エ ラ ル キ
ー

が あ る 場 合 もあ る の で 、こ

の 言葉は使わなか っ た 。 また 「集 ま り」は無数 に

存在 しうる が、本稿で記述 の対象となる の は対

象地 の 復興 に 比較的直接的 に 関 わ る もの である。

4 ）本編 は 2012年秋ま で に執筆 され た た め 、そ の

時期 まで の 様子 を記述 して お り、必ず し も刊行

時点で の 状況 と
一

致 しな い 。

5 ）阪神 ・淡路大震災後に 成立 した被災者生活再

建支援 制度 は こ の 原則 を突 き崩 す大 きな意味 を

持 っ て い る 。

6 ）実 際、2004年 の 中越地 震で は 、集落を中心 に

話が 進 ん で い る。松井克浩 ［2011］は 山古志 村

の 複数の 集落で の 集団移転がどの ように 進め ら

れ たか を詳細 に研究 して い る 。 彼 に よ れ ば、ほ

　と ん どの 住民が同 じ応急仮 設住宅 に 入 っ た こ と

　もあ り、翌年 1 月か ら集落単位 で 座談会 が繰 り

返 し 開催さ れ た 。 14集落の うち、全壊率が 95％

　を超えた 6 集落で は、さら に 地 区別懇談会 を 4

回 開催 し、並 行 して ア ドバ イザ ーを入れ た作業

部 会 を 5回 した 。 そ して 06年 3 月 に 6 集落の 集

落再 生 計画 策定、「小 規模住宅地 区等闘改良事

業」制 度 を使 っ て 宅地造成 や 住宅設計 した 。 た

だ し、 結局 6 集落で 実際に帰村 した の は82世帯

　（52％ ）と、ほ ぼ半数は地理 的な点か ら言えば も

　との 集落 か ら 出て し ま っ た と い う。

7 ）それゆえ石川 ら ［2008 ：727］は集団移転を 「安

全性 の 向上 や過疎化 の 進行を緩和す る等 の 目的

で 、近 隣 の 住宅 に居 住す る住民 達が、行 政 と 協

議 の 上 、集団 で もとの 居住 地 を離 れ、そ の 内 の

一
部 また は 全 部 が、一

団 の 土地 に 団地 を形成 し

居住する こ と」、 ある い は 「災害が 繰 り返 し起こ

　る可 能性の ある場所を危険区域 と し、該当区域

の 全世 帯が移転 し、そ の 半数以 上 で 団地 を形成

　して 移転す る」［石川 ら 2008：728］ と少 しやや

　こ しい 言葉 づ か い で 定義 して い る。また過去 の

事例に お い て は こ の 制度か らは み 出す事例に つ

い て 、他の類似 の 使い 方の で きる制度 （「が け地

近接等危険住宅 移転事業」、「小規模住宅 地区改

良事業」な ど） と組み 合わ せ て 移転が進め られ

　た と い う。 状況 に応 じて い か に制度をうまく使

　うか、とい うの が行政 の 担当者、あ る い は支援

する都市計画家たちの腕の 見せ 所なの だ 。

8 ）難 しさの な か に は 移転先 の 用 地確保 の 問題 も
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　含まれ る 。 用地は 同 じ行政区内に求め られ る こ

　 とが 多い が、必ず しも集落内 で ない こ と もあ る 。

　行政 は移転す る住 民た ちに用地 の 確保 と地権者

　 と の （内 々 の ） 交渉 を期 待す る。し か し地権者

　は必 ずし もひ と りで な く、また土地登記手続 き

　上 の 問題が途中で 発覚する こ と もあり、 しば し

　ば きわ め て 時間がかか る 。

9）明治期 以降 の 職 業登録 は 「農工 商」が 基本で

　あ っ たため ［網野 2012］、農業と漁業双 方を行

　う場合 は農業世帯 と して 登録 され、農業 をせ ず

　漁業の み を行う世帯の み が漁業世帯 として 登録

　され て い る と考えられる 。

10）大船渡 以北 の 三 陸沿岸 で は大 謀網 と呼 ばれ る

　定置網漁 が盛 ん で 、小作 農家 の 二 、三男 、場合

　に よ っ て は 長男 も網人 となっ て家計を助け て い

　た ［森本 2012、 林勲男氏 の 教示による］。 大正

　期 に 漁船 動力化が 進 ん で か らは、遠洋漁船 に 乗

　 り込む若者も多か っ た ［今泉 1997］。 また前浜

　で は 陸取 りの ワ カ メ や鮑 な ど も生 産量 が 高 く、

　多 くの 世帯 が多少 な り と も漁業 と関 わ っ て い た

　 と思 われる 。 そ の こ とが大 正〜昭和 初期 におけ

　る 「鮑 騒動」 と呼ば れ る 一種の 小作 争議 に つ な

　が る の だ が ［山下 1988］、こ こ で は こ れ以 上 触

　れる余地が ない 。

11）昭和 30年代 に開始 された ワ カ メ 養 殖は こ の 地

　区で ひ じ ょ うに 成功 し、 県内最高値 をつ ける こ

　とで 、 前浜漁協が県内で 1 、 2 を争 う優良経営

　の 漁協と な っ て い た 。

12＞ こ の 地 区 に あ る 神社 で は 「5 年祭」 と呼 ばれ

　る 5 年に 1 度の 大祭が あ り、そ こ に は各集 落か

　ら 踊 り手が 参加す る ［熊 谷 2012］。ただ し、事

　情が あ り2006年の 5 年祭は 行わ れ なか っ た。青

　年世代の 話 し合 い で 2011年は 実施 の 運び に な っ

　た が、津波が起 きた の は そ の 矢先 で あ っ た 。

13） 40年ほ ど前まで は こ の 地 区 を外部 とつ な ぐ公

　共 交通機 関 として 朝晩の 定期船が活躍 して い た。

　つ い で路線 バ ス が 走 り、そ して 鉄道が開通 した 。

　高校生 や 老人たちはい まもバ ス や 鉄道 を使 う （鉄

　道は 震災 で 運休 して い る）。自家用車の 利用増加

　は こ こ 30年ほ どの 出来事だ とい う。

14） こ の 地域 の 開発 史をた どれ ば、さらに幾 つ も

　の 層が 見出 せ る はず で あ る 。 例 え ば 平成 以 降、

　 こ の 地域 の 開発 を度 々 ス トッ プさせ て きた の は
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　「埋蔵文化財」の 存在、つ ま り貝塚 に 代表され る

　古代の 生活の 痕跡で あっ た 。

15）地 区公民館 は地 区全 体の 行事な どを行 う、大

　 きな施設 で あ る。集落 の 公民館 （正 式に は 地 域

　公民館 と呼ば れ る）は こ の 下部組織 と い う扱 い

　である 。

16） こ の こ と は、有力者、本家が 高台に住み、別

　家や 転入者が低地 に住む こ と に なっ た こ とを示

　唆する が 、そ う述 べ る に は よ り詳細に 前浜 の 近

　現代史を見て い くこ とが必要 で あ る 。

17）例 えば、「行政が元 の 土地 を高 く買 っ て くれる

　 な ら集団移転 を考 え る が、自分 は高齢 で 息子 が

　帰 っ て 来 な い と家 の ロ ーン が組めな い の で、も

　 し息子が帰 っ て 来な い な ら公営住宅 に 入 る しか

　ない 。 し か し 3 階建て に な る ら しい 公営 住宅 に

　 エ レ ベ ー
タ
ー

が つ か なけ れ ば生 活 に困 る の で、

　思 い 切 っ て 団地 に 移転 して安 い 家 を建 て て 住み

　た い 」とい うよ うなこ とである 。

18）2012年 9 月の 段階 で、移転先 の 全地権者と の

　折衝 で 、土 地売却 に つ い て 了解が得 られた よ う

　 で ある 。
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Reorganization　of 　Social　Order　after　a　Tsunami
Collective　Relocation　and

‘
℃ ommunit ジ

Kimura
，
　Shuhei

Keywords ：Disaster
，
　reconstruction

，
　social　order

，
　legal　institution

，
　community

　　　This　paper　examines 　the　post−tsunami 　reconstruction 　process，　from　March　2011　to　June　2012，　in　a

district　of　OfUnate　City　called 　Maehama
，
　and 　analyzes 　how　the　key　groups　interact　and 　take　their　roles　there．

My 　argument 　is　that　the 　use 　of 　the 　word
“
communit ジ is　not 　always 　appropriate ，　as 　it　may 　overlook 　the

pluraljty　among 　groups　in　and 　beyond　the　district．

　　　The　word
“
communit ジ （komyuniが）matters 　in　three　contexts ．　The 盒rst　is　the　investment　of 　Japanese

anthropologists 　in　the　concep し They　have　revised 　its　definition　as　an　intjmate　but　open 　relationship ，　distinct

from　a　closed ，　conventional 　one ．　The　second 　is　that　it　has　become　popular　among 　disaster　rese 且rchers 　and

practitioners　in　Japan ．　After　the 　devastation　of 　the　tsunami 　in　2011，　the 　prevailing　djscourses　emphasized

that　the　restoration 　or　rebirth　of
“
communit ジ was 　vital　fbr　reconstruction ，　without 　considering 　the　meaning

of 　the　word ．　The　third　is　that　the　official　operation 　of 　collective 　relocation 　presupposes　a　consensus 　of 　a

group　of　neighbors 　who 　want 　to　move 　to　a　safer　place　and 　keep　living　togethcr．　Although　that　group− legally

called 　a
‘
shuda ガーis　numerically 　defined，　its　content 　seems 　to　mirror 　an 　ideal　type　of 　local　community ．

Thus 　it　is　necessary 　fbr　anthropologists 　to　delineate　disaster　reconstruction 　without 　confhsing 　between　such
　　　　　　ロ　　’　　　　tt6‘
communltles ．
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    ,Based on  a  review  ofthe  literature, I describe the developments at Maeharna, fbcusing on  the difference

among  the groups that emerged  and  took part in the reconstruction.I  recount  at  least six  groups in time,

The first was  a collectivity  of  about  100 persons who  evacuated  to a  community  center  (kouminkan), who

attempted  to organize  their temporary  life there by establishing  rules. Interestingly, the leader was  not  from

Maehama,  as  some  said  that  strong  relationships  (shigarami) make  it dirncult fbr one  person to be a leader.

    The  second  group was  the Department of  Reconstruction (DR), operated  by the local municipality.

Just two  weeks  after  the tsunami, the DR  was  established  to draft a  public reconstruction  plan fbr the  city

and  advance  public projects fbr reconstruction,  However, after the DR  held a town  meeting  in June 2011,

the people ofMaehama  understood  that individual opinions  were  unlikely  to be included in the official  plan,
even  though  the  meeting  was  open  to public participation, Thus, the local 

`big

 men'  of  Maehama  erganized

a reconstruction  committee  (RC), consisting  of  about  50 members,  as  a  kind of  lobbying group, and  which

constitutes  the third group. However, inexplicably, few of  the RC  members  were  ]iving in the temporary

housing. Therefore, two  months  after  the establishment  of  the RC, a temporary  housing association  9ichihai)
ofthe  residents  was  organized  separately,  constituting  the fourth group.

    It was  not  unti]  November  2011 when  the association  started  serious  discussions of  the issue of

collective  relocation.  It invited municipal  oMcers  from the  DR  and  held meetings  with  them,  But the law was

so  comp]icated  that it was  almost  impossible fbr the local elders  to understand  what  was  going on  after  only

a briefexplanation. Moreover, there were  many  things they hacl to consider  befbre deciding such  matters  as

how  much  the municipality  would  pay for their land, when  they  could  move  into their new  housing, where

it was  located, how  far it was  from the port, and  whether  better options  existed,  such  as using  rental public

housing, The best choice,  however, depended on  each  family's spec{fic  circumstances,  so it was  hard fbr thern

to reach  a consensus.

    Perhaps unaware  of  their difficult position, the DR  requested  that the association  submit  the list of

households who  wanted  to apply  to the  program. Thus, the  association  started  handing out  questionnaires to

all households in January 2012. tt fbund out  that some  families that had lost their houses in the tsunami were

not  living together in the same  temporary  housing. Since the residents'  association  only  represented  residents

of  temporary  housing, it did not  have  access  to, nor  represent,  such  people. It was  the  RC  that compiled  a

list of  those transiently living outside  the temporary  housing. In addition,  it was  the responsibility  of  the

committee  to search  for land to which  to relocate,  and  to negotiate  with  landowners, and  not  the responsibility

oftheassociation,

    At the same  time,  however, the intentions of  the  two  groups  diverged, While those living in temporary

housing wanted  to leave their  
"temporary"

 dwellings  and  gain permanent ones  as  soon  as  possible, the

committee  attempted  to plan the whole  process of  the district reconstruction,  From  its point ofview,  collective

relocation  was  just one  goal of  many  on  the agenda.  At times, the members  of  the association  became

fi;ustrated by the fbrmal, slow  pace ofthe  committee,

    In early  February, my  urban  planneT colleagues  and  I started  supporting  the RC  in its effbrts to develop

a local reconstruction  plan. I considered  our  team as the fifih group, We  organized  several  subgroups  under

the RC  to speed  up  the process. One  result  of  our  activity  was  the compilation  by early  May  of  a  list of

the decisions of  all of  the  homeless households, which  we  then  submitted  to the DR. Interestingly, the DR

used  the list as  a representation  of  the will  of  the 
"shudun,"

 and  applied  to the ministry  for utilization  ofthe
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collective  relocation  system,  Therefbre, even  though  the list was  virtual in nature,  it served  as  the  
"sixth

group" advancing  the process of  reconstruction.

    Having analyzed  the relationship  among  the groups, I derived three conclusions,  Firstly, an  observation

of  the reconstruction  process while  avoiding  the word  
"community"

 is important to understand  the dynamic

interaction among  people living both in and  outside  of  the district. Secondly, the  collective  relocation  system

is dernocratically problematic. Although it requires  collective  consensus,  it is often  impractical, Moreover,

the diMculty ofreaehing  a consensus  sometimes  favors a  more  forcefti1 approach.  And  finallM by describing

the reconstruction  process as  a dynamic interaction, anthropologists  can  help--even in a small  wayeefft)rts

leading to improvements.


